
 

                        
   令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日                               

中 部 地 方 整 備 局 

 

 

令和７年度中部地方整備局関係予算の概要について 

 

配分総額： ７，９４５億円 

令和７年度中部地方整備局関係配分予算は、中部圏経済や国民の命と暮らしを守

り抜くため、防災・減災及び国土強靱化を推進するとともに、「新しい資本主義」の

加速、「新時代に地域力をつなぐ国土」の実現を図るため、令和７年度予算では、

「国民の安全・安心の確保」「持続的な経済成長の実現」「地方創生 2.0 に資する個

性をいかした地域づくりと分散型国づくり」の３点を柱に、令和６年度補正予算と

合わせて切れ目なく取組を進め、施策効果の早期発現を目指します。 

 
１．添付資料 

令和７年度中部地方整備局関係予算の概要 

なお中部地方整備局ＷＥＢサイトにも掲載されております。 

https://www.cbr.mlit.go.jp/guidance/yosan/R7.htm 

 
２．配布先 

中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、三重県政記者クラブ、

三重県第二県政記者クラブ、飯田市記者クラブ、駒ヶ根市記者クラブ、伊那記者クラブ、塩尻

桔梗ヶ原記者クラブ、山梨県政記者クラブ 

 
３．問合せ先  

国土交通省 中部地方整備局 

  ＜ 総   括 ＞ 企 画 課 長 番場 良平 電話 052-953-8127 

  会 計 課 長 中里 由亮 電話 052-953-8136 

  ＜ 公 園 関 係 ＞ 都 市 整 備 課 長 後藤 直紀 電話 052-953-8573 

  ＜ 住 宅 関 係 ＞ 住 宅 整 備 課 長 天艸 開 電話 052-953-8574 

  ＜ 河 川 関 係 ＞ 河 川 計 画 課 長 小泉 陽彦 電話 052-953-8148 

  ＜ 道 路 関 係 ＞ 道 路 計 画 課 長 北川 洋平 電話 052-953-8168 

  ＜ 港 湾 関 係 ＞ 港 湾 計 画 課 長 松永 洋明 電話 052-209-6321 

  ＜ 海 岸 関 係 ＞ 河 川 計 画 課 長 小泉 陽彦 電話 052-953-8148 

  港 湾 計 画 課 長 松永 洋明 電話 052-209-6321 

  ＜官庁営繕関係 ＞ 計 画 課 長 斎藤 貴大 電話 052-953-8185 
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１．令和７年度 中部地方整備局関係予算の基本方針 

 

１）配分方針  

令和７年度中部地方整備局関係配分予算は、中部圏経済や国民の命と暮らしを守り抜くため、防災・減災

及び国土強靱化を推進するとともに、「新しい資本主義」の加速、「新時代に地域力をつなぐ国土」の実現を

図るため、令和７年度予算では、「国民の安全・安心の確保」「持続的な経済成長の実現」「地方創生2.0に資

する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり」の３点を柱に、令和６年度補正予算と合わせて切れ目な

く取組を進め、施策効果の早期発現を目指します。  

その際、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の着実な推進とともに、それに続く国土強

靱化実施中期計画を見据えながら、継続的・安定的に切れ目なくこれまで以上に必要な事業が着実に進めら

れるよう、防災・減災及び国土強靱化に取り組んで参ります。 

①国民の安全・安心の確保 

気候変動の影響により激甚化・頻発化する風水害や切迫する地震災害等に屈しない、強靱な国土づくり

のため、気候変動による水害や土砂災害の激甚化に対抗する「流域治水」の加速化・深化、南海トラフ

巨大地震対策、災害時における物流・人流の確保等に取り組み、国民の生命・財産・暮らしを守り抜く

安全・安心な社会を構築します。 

■木曽川
き そ が わ

水系牧田
まきた

川
がわ

に合流する水門
すいもん

川
がわ

では、流域の更なる

治水安全度の向上を図るため「水門川流域整備計画アク

ションプラン（令和６年８月改定）」を策定し、あらゆる

関係者が目標や実施時期を共有しながら、治水対策を推

進しています。水門川の流末に位置する新旧水門川排水

機場（大垣
おおがき

市横
よこ

曽根
ぞ ね

地区）においては、国・県が協働

し、牧田川左岸堤及び新旧水門川排水機場改修事業（特

定構造物改築）を推進します。 

■庄
しょう

内川
ないがわ

の名古屋
な ご や

市枇杷島
び わ じ ま

地区・清須
きよす

市西枇杷島
にしびわじま

地区では、狭窄部であるとともに桁下高が低く、橋

脚の間隔が狭い橋梁が横架していることから、国・県・市が協働し、庄内川枇杷島橋架替事業（特定

構造物改築）を推進します。 

■雲
くも

出川
ずがわ

水系では、「流域治水」の本格的な実践に向けて、令和５年３月に中村
なかむら

川
がわ

・波
は

瀬川
ぜがわ

・赤
あか

川
がわ

等を

特定都市河川に指定しました。令和６年６月には「雲出川水系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策計

画」を策定し、河道掘削・遊水地等のハード整備の加速化に加え、流域における貯留・浸透機能の向

上、水害リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり等の浸水被害対策を流域一体で目標や実施時期

を共有しながら、計画的・集中的に進めていきます。 

 

牧田川左岸堤及び新旧水門川排水機場改修事業(イメージ図) 
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■木曽
き そ

三川
さんせん

河口部に広がる濃尾
のうび

平野は、我が国最大の海抜ゼロメートル地帯となっており、地震により

堤防が被災し、津波や高潮により決壊すれば、甚大な被害が予想されることから、流域一体で浸水被

害を軽減するため、沿川市町による「被害対象を減らす取組」と合わせ、木曽三川河口部耐震対策事

業を推進します。 

■ダム再生のモデルケースとなる新丸山
しんまるやま

ダムでは、治水安全度の

向上及び安定的な水の供給に向け、引き続き、本体工事、付替

道路工事等を推進します。 

■設楽
したら

ダムでは、治水安全度の向上及び安定的な水の供給に向

け、引き続き、本体工事、付替道路工事等を推進します。 

■天竜川
てんりゅうがわ

の下伊那郡
しもいなぐん

高森
たかもり

町
まち

では、国・町が協働し、天竜川山吹
やまぶき

地区MIZBE
ミ ズ ベ

ステーション整備事業を推

進します。天竜川
てんりゅうがわ

上流域では、既設ダム等を最大限活用した調査・検討を行い、また、さらに増強

が必要な場合には、既設ダムの改良、新設ダム等に関する調査・検討を行うため、治水機能増強検討

調査に新規着手します。天竜川中下流部では、引き続き、既設の利水専用ダムの佐久間
さ く ま

ダムを有効活

用する天竜川ダム再編事業を推進します。 

■木曽川水系直轄砂防事業では、重要交通網や要配慮者利用施設

等に対する土砂・洪水氾濫被害、土石流被害を軽減するため、

砂防施設整備を推進します。 

■静岡
しずおか

市由比
ゆ い

地区では、豪雨や南海トラフ地震の発生等に伴う地

すべりの発生により、重要交通網が分断され人命救助や経済活

動に甚大な影響を及ぼすことが懸念されるため、地すべり対策

を推進します。 

■長島
ながしま

ダムでは、ダム貯水池機能（洪水調節容量）を回復するための堆砂対策（堆砂除去）を計画的・

集中的に実施する堰堤改良事業（ダムリフレッシュ事業）を推進します。 

■防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラムに基づき、高規格道路の未整備区間の

整備等を推進し、地方部における生活圏人口の維持や大規模災害リスクへの対応に不可欠な災害に強

い幹線道路ネットワークの構築を推進します。国道42号熊野
くまの

道路、紀宝
きほう

熊野
くまの

道路、国道414号伊豆
い ず

縦 貫
じゅうかん

自動車道、国道474号三遠南信
さんえんなんしん

自動車道等の整備を推進します。 

 

 

 

 

由比地区地すべり対策事業 

新丸山ダム建設事業(イメージ図) 

国道42号熊野道路 

津波浸水想定区域を回避 
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■道路施設（橋梁、トンネル、道路附属物、舗装等）の老朽

化に対し、定期点検等により確認された修繕が必要な道

路施設の対策を推進します。 

■道路防災点検の結果に基づき、のり面等の落石・崩壊等危

険箇所の防災対策を推進します。 

■大規模地震による落橋・倒壊の防止に加え、橋としての機

能を速やかに回復させるための橋梁の耐震対策を推進しま

す。 

■道路の防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保、良好

な景観の形成や観光の観点から、無電柱化を推進します。 

■交通事故が多発している箇所やETC2.0プローブデータ等の

ビッグデータから判明した潜在的な危険箇所等に基づき、

国土交通省と警察庁が合同で指定した「事故危険箇所」に

おける交通事故対策を推進します。 

■歩行者の交通安全を一層確保するため、教育委員会、警察

等と連携した通学路合同点検等に基づく歩道整備などの対

策を推進します。 

■安全で快適な自転車利用環境の創出に向け、自転車通行空間の整備を推進します。 

■駿河
するが

海岸では、高潮・高波による施設の損傷や背後地の浸水・越波を防止するため、養浜工及び有脚式

離岸堤の整備を推進します。また、切迫する南海トラフ巨大地震により津波が発生した場合、L1津波を

超える津波においても減災効果を発現させるため、粘り強い構造の海岸堤防の整備を推進します。 

■四日市
よっかいち

港海岸では、背後地域の貴重な生命・財産を守るとともに、地域経済への被害を防ぐため、既存

海岸保全施設の耐震対策等を推進します。 

■港湾施設(岸壁、防波堤)の経年劣化が進行しているため、

定期点検等の結果を踏まえ、将来にわたり港湾施設の機能

を発揮できるように老朽化対策を推進します。 

■津波来襲時の背後地域の浸水被害低減及び来襲後の港内静穏度確保のため、御前崎
おまえざき

港女岩
めいわ

地区等におい

て、防波堤の｢粘り強い化｣を推進します。 

■国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園について、所要の耐震性能を満たしていない既存施設の耐震化や老朽化への対応を

図るため、水と緑の館等の再整備を推進します。 

■官庁施設について、所要の耐震性能を満たしていない庁舎の耐震化や老朽化への対応を図るため、既存

庁舎を集約し、大規模災害時に地域の防災拠点となる名古屋
な ご や

第４地方合同庁舎の整備を推進します。 

至 名古屋市 

【対策事例】橋梁の耐震補強 

【対策事例】橋梁の再塗装 

【整備事例】交差点内の交通事故対策 

【整備事例】電線共同溝 

【対策事例】防波堤上部の改修 
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②持続的な経済成長の実現 

現在を生きる我々や将来世代が安全・安心に活力ある日々を送るため、効率的な物流ネットワークの

早期整備、社会資本整備の総合的支援、インフラDXの推進、担い手の確保・育成や生産性の向上等を

推進します。 

■狩野川
か の が わ

水系狩野川の沼津
ぬまづ

市上土
あげつち

周辺地区では、国と沼津
ぬまづ

市が連携し、既存施設「かわのがわ風のテラ

ス」や隣接する中央公園の更なるにぎわい向上のため、「上土周辺地区水辺整備事業（親水護岸、管理

用通路（坂路・スロープ）等）」に新たに着手します。 

■シームレスな高規格道路ネットワークの構築に向けて、主要都市間の時間距離の短縮を図る道路ネット

ワークの強化、迅速かつ円滑な物流を実現する都市圏環状道路の整備、空港・港湾・高速鉄道駅等への

アクセス道路の整備を推進します。国道475号東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道、国道158号中部
ちゅうぶ

縦 貫
じゅうかん

自動車道、 

国道247号西知多
に し ち た

道路等の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東海環状自動車道 

西知多道路（東海ジャンクション） 

至 丹生川IC（仮称） 

至 高山IC 

中部縦貫自動車道（高山清見道路） 

至 豊田 

至 四日市 

至 大野神戸IC 

至 本巣IC 至 養老IC 

至 いなべIC 

至 名古屋 

至 常滑 
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③地方創生2.0に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり 

豊かで活力ある地方を創るため、地域・拠点の連携を促す道路ネットワークの整備、地域の暮らしと

産業を支える港湾整備等により、持続可能な地域活性化を推進します。 

■近鉄
きんてつ

四日市
よっかいち

駅における新たな交通結節点として、３箇所に分散している路線バス・高速バスの乗降場を集

約し、歩行者の円滑な移動・乗換を支援する国道１号近鉄
きんてつ

四日市駅
よっかいちえき

交通ターミナル整備事業を推進します。 

■時間的・空間的に偏在する交通需要や渋滞に対して、データを活用し

た分析により、国道１３９号小泉
こいずみ

若宮
わかみや

局所渋滞対策などの道路のサー

ビスレベル向上に向けた取組を実施します。 

■ものづくり産業を支える物流機能や生産性の向上、国際競争力強化を

図るため、清水
しみず

港新興津
しんおきつ

地区、名古屋
な ご や

港飛島
とびしま

ふ頭地区、衣
きぬ

浦
うら

港武
たけ

豊北
とよきた

ふ頭地区、四日市
よっかいち

港霞ヶ浦
かすみがうら

地区等の港湾機能の強化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園
こうえん

のさらなる利用促進を図るため、ワイルドネイチャープラザの園路整備を推進し

ます。 

 

 

国道139号小泉若宮局所渋滞対策 

名古屋港ふ頭再編整備事業 

（飛島ふ頭地区） 

清水港新興津地区 

国際物流ターミナル整備事業 

四日市港霞ヶ浦地区 

国際物流ターミナル整備事業 

衣浦港武豊北ふ頭地区 

国際物流ターミナル整備事業 
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＜中部地方整備局関係予算の配分額＞ 

配分事業費             ７，９４５億円 

内 訳   歳出 ：    直轄   ３，０１９億円 

              補助等  ４，９２６億円 

国庫債務負担行為（ゼロ国債）      １７１億円 

内 訳       直轄     １６４億円 

              補助等      ７億円 

 (注１)計数は、それぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しない場合があります。 

(注２)別途、災害復旧に必要な対応を行うための所要の経費があります。 
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２．令和７年度中部地方整備局関係予算の配分額

(1)事業別配分額【直轄】 （単位:百万円）

治 水 67,595 18,724

海 岸 3,217 0

道 路 118,562 66,279

港 湾 18,915 0

都 市 水 環 境
整 備

340 843

国 営 公 園 等 1,748 0

官 庁 営 繕 0 1,791

合 計 210,377 87,638

(2)事業別配分額【補助等】 （単位:百万円）

治 水 19,494 0

海 岸 2,192 70

道 路 102,634 0

港 湾 5,979 589

空 港 整 備 1,618 0

住 宅 対 策 0 4,926

市 街 地 整 備 29,982 0

上 下 水 道 112 264

水 道 2,147 635

下 水 道 9,698 6,324

国 営 公 園 等 899 0

社 会 資 本 整 備
総 合 交 付 金

144,369 0

防 災 ・ 安 全
交 付 金

143,950 0

推 進 費 等 531 0

合 計 463,604 12,808

(3)補助事業等の県別配分額 （単位:百万円）

23,464 38,587

52,868 72,872

91,430 127,685

20,331 49,175

188,093 288,319

(注３)計数は、それぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しない場合があります。

(注４)本省が全国的な観点から事業執行の判断を要するものは本省配分、中央省庁等改革基本法に基づき地方支分部局に配分権限を委任したものを一括配分としています。

(注５)当資料の次ページ以降に記載している完成予定、開通予定については、事業進捗等により今後、変更する場合があります。

(注６)国庫債務負担行為（ゼロ国債）の「平準化等」は公共工事等の実施時期の平準化等を図るためのものをさし、「事業加速円滑化」は防災・減災、国土強靱化のための

　　　５か年加速化対策に基づく事業等について計画的かつ円滑な事業執行を図るためのものをさします。

(注７)別途、災害復旧に必要な対応を行うための所要の経費があります。

4,940 0 0 2,782

13,261 9,826 23,087 0 0 16,022

整備局配分
(一括配分)

計
区　　分

R6年度

本省配分
整備局配分
(一括配分)

計 本省配分

国庫債務負担行為（ゼロ国債）

平準化等 事業加速円滑化

R7年度

3,020 0 3,020 350 3,217

66,533 18,948 85,482 7,656 86,3201,974

0

19,006 0 19,006 1,923 18,915

0

0

114,352 72,609 186,961 4,418 184,841

1,706 0 1,706 0 1,748

0

0

387 857 1,244 95 1,183

208,713 93,197 301,910 14,442 298,015

0

1,974

3,709 783 4,493 0 1,791

区　　分

R6年度

本省配分
整備局配分
(一括配分)

計 本省配分
整備局配分
(一括配分)

計

国庫債務負担行為（ゼロ国債）

平準化等 事業加速円滑化

R7年度

1,788 56 1,844 0 2,262

20,562 0 20,562 0 19,4940

0

5,408 1,050 6,458 0 6,568

0

710

107,344 0 107,344 0 102,634

1,351 4,764 6,116 0 4,926

0

0

1,588 0 1,588 0 1,618

031,439 0 31,439 0 29,982

787 0 787 0 899

0

0

151 609 760 0 376

2,322 2,618

150,827 0 150,827 0 144,3690

788 0 788 0 531

0

0

136,071 0 136,071 0 143,950

473,686 18,924 492,609 0 476,412

補助 交付金 計

R7年度

交付金 計 補助

国庫債務負担行為（ゼロ国債）

平準化等 事業加速円滑化

710

0

0

岐阜県 24,596 38,137

静岡県 56,892 73,056 129,947 0 125,740

62,733 0 62,051

県

R6年度

53,239 79,454 0

710愛知県 98,008 122,467 220,475 0

26,215

219,114

(注１)数字は、事業費ベースです。

(注２)国庫債務負担行為（ゼロ国債）は、本省配分と一括配分の合計です。

合　計 205,711 286,898 492,609 0 476,412

69,5060

710

三重県
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長
野
県

岐
阜
県

愛
知
県

静
岡
県

三
重
県

横
山
ダ
ム

矢
作
ダ
ム

小
里
川
ダ
ム

新
豊
根
ダ
ム

長
島
ダ
ム

安
倍
川

狩
野
川

設
楽
ダ
ム

豊
川

矢
作
川

宮
川

櫛
田
川

雲
出
川

庄 内 川

鈴
鹿
川

蓮
ダ
ム

木 曽 川

長 良 川

新
丸
山
ダ
ム

丸
山
ダ
ム

小
渋
ダ
ム

美
和
ダ
ム

菊
川

大
井
川

揖 斐 川

富
士
川

天
竜
川

味
噌
川
ダ
ム

岩
屋
ダ
ム

阿
木
川
ダ
ム

徳
山
ダ
ム

名
神
高
速
道
路

御
前
崎
港

清
水
港田
子
の
浦
港

三
河
港

衣 浦 港

名 古 屋 港

津 松 阪 港

中 部 国 際 空 港

四 日 市 港

山
梨
県

佐
久
間
ダ
ム

下
田
港

３－１．実施事例（位置図） Ｒ７年度 新規事業箇所

国
道
2
2
号
名
岐
道
路

（
一
宮
～
一
宮
木
曽
川
）

め
い
ぎ

道

R
7
年
度
新
規
事
業
化

い
ち
の
み
や

き
そ
が
わ

い
ち
の
み
や

狩
野
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業

〔
沼
津
市
沼
津
狩
野
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
〕

か
の
が
わ

河

R
7
年
度
新
規
着
手

※
新
規
事
業
の
ほ
か
に
、
天
竜
川
上
流
に
お
い
て
治
水
機
能
増
強
検
討
調
査
を
実
施
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長
野
県

岐
阜
県

愛
知
県

静
岡
県

三
重
県

横
山
ダ
ム

矢
作
ダ
ム

小
里
川
ダ
ム

新
豊
根
ダ
ム

長
島
ダ
ム

安
倍
川

狩
野
川

設
楽
ダ
ム

豊
川

矢
作
川

宮
川

櫛
田
川

雲
出
川

庄 内 川

鈴
鹿
川

蓮
ダ
ム

木 曽 川

長 良 川

新
丸
山
ダ
ム

丸
山
ダ
ム

小
渋
ダ
ム

美
和
ダ
ム

菊
川

大
井
川

揖 斐 川

富
士
川

天
竜
川

味
噌
川
ダ
ム

岩
屋
ダ
ム

阿
木
川
ダ
ム

徳
山
ダ
ム

名
神
高
速
道
路

御
前
崎
港

清
水
港田
子
の
浦
港

三
河
港

衣 浦 港

名 古 屋 港

津 松 阪 港

中 部 国 際 空 港

四 日 市 港

山
梨
県

佐
久
間
ダ
ム

下
田
港

３－１．実施事例（位置図） Ｒ７年度完成事業、今後の完成予定事業

国
道
4
7
4号
三
遠
南
信
自
動
車
道

佐
久
間
道
路
・
三
遠
道
路

東
栄
IC
～
鳳
来
峡
IC

さ
ん
え
ん
な
ん
し
ん

さ
く
ま

さ
ん
え
ん

と
う
え
い

ほ
う
ら
い
き
ょ
う

道
ふ
じ
え
だ

国
道
1
号
藤
枝
バ
イ
パ
ス

広
幡
IC
～
藪
田
東
IC

ひ
ろ
は
た

や
ぶ
た
ひ
が
し

R
８
年
度
開
通
予
定

道

R
７
年
度
開
通
予
定

道
と
よ
た
み
な
み

国
道
1
5
5
号
豊
田
南
バ
イ
パ
ス

豊
田
市
東
新
町
～
逢
妻
町

と
う
し
ん
ち
ょ
う

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う

R
８
年
度
開
通
予
定

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う

せ
き

道

よ
う
ろ
う

お
お
の
ご
う
ど

国
道
4
7
5
号
東
海
環
状
自
動
車
道

関
～
養
老

本
巣
IC
～
大
野
神
戸
IC

も
と
す

R
７
年
夏
頃
開
通
予
定

名
古
屋
第
４
地
方
合
同
庁
舎
整
備
等
事
業

営
な
ご
や

R
７
年
度
完
成
予
定

衣
浦
港
武
豊
北
ふ
頭
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

た
け
と
よ
き
た

港

R
７
年
度
完
成
予
定

き
ぬ
う
ら
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長
野
県

岐
阜
県

愛
知
県

静
岡
県

三
重
県

横
山
ダ
ム

矢
作
ダ
ム

小
里
川
ダ
ム

新
豊
根
ダ
ム

長
島
ダ
ム

安
倍
川

狩
野
川

設
楽
ダ
ム

豊
川

矢
作
川

宮
川

櫛
田
川

雲
出
川

庄 内 川

鈴
鹿
川

蓮
ダ
ム

木 曽 川

長 良 川

新
丸
山
ダ
ム

丸
山
ダ
ム

小
渋
ダ
ム

美
和
ダ
ム

菊
川

大
井
川

揖 斐 川

富
士
川

天
竜
川

味
噌
川
ダ
ム

岩
屋
ダ
ム

阿
木
川
ダ
ム

徳
山
ダ
ム

名
神
高
速
道
路

御
前
崎
港

清
水
港田
子
の
浦
港

三
河
港

衣 浦 港

名 古 屋 港

津 松 阪 港

中 部 国 際 空 港

四 日 市 港

山
梨
県

佐
久
間
ダ
ム

下
田
港

３－１．実施事例（位置図） 主な継続事業

国
道
1
5
8号

中
部
縦
貫
自
動
車
道

高
山
清
見
道
路

高
山
東
道
路
（
平
湯
～
久
手
）

ち
ゅ
う
ぶ
じ
ゅ
う
か
ん

た
か
や
ま
き
よ
み

た
か
や
ま
ひ
が
し

道

道
国
道
4
2
号
熊
野
道
路
、
紀
宝
熊
野
道
路

く
ま
の

き
ほ
う
く
ま
の

国
道
2
4
7号

西
知
多
道
路

東
海
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

長
浦
～
日
長

道
に
し
ち
た

と
う
か
い

な
が
う
ら

ひ
な
が

道
国
道
1
号
静
清
バ
イ
パ
ス

せ
い
し
ん

ひ
ら
ゆ

く
て

道
国
道
4
1
4号
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

河
津
下
田
道
路
（
Ⅰ
期
）

河
津
下
田
道
路
（
Ⅱ
期
）

天
城
峠
道
路
（
月
ケ
瀬
～
茅
野
）

じ
ゅ
う
か
ん

か
わ
づ
し
も
だ

か
わ
づ
し
も
だ

あ
ま
ぎ
と
う
げ

つ
き
が
せ

か
や
の

い
ず

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う

国
道
4
7
5
号
東
海
環
状
自
動
車
道

道

養
老
～
北
勢

よ
う
ろ
う

ほ
く
せ
い

国
営
木
曽
三
川
公
園
（
国
営
公
園
整
備
事
業
）

（
ワ
イ
ル
ド
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
）

き
そ
さ
ん
せ
ん

公

国
営
木
曽
三
川
公
園
（
国
営
公
園
整
備
事
業
）

（
木
曽
三
川
公
園
セ
ン
タ
ー
）

公

き
そ
さ
ん
せ
ん

河
し
た
ら

設
楽
ダ
ム
建
設
事
業

御
前
崎
港
女
岩
地
区

防
波
堤
（
改
良
）整
備
事
業

お
ま
え
ざ
き

港
め
い
わ

名
古
屋
港

ふ
頭
再
編
整
備
事
業

な
ご
や

港

四
日
市
港
霞
ヶ
浦
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

港
よ
っ
か
い
ち

か
す
み
が
う
ら

四
日
市
港
海
岸

直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

よ
っ
か
い
ち

海

清
水
港
新
興
津
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

港
し
み
ず

し
ん
お
き
つ

由
比
地
区

直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業

ゆ
い

河

河
な
が
し
ま

長
島
ダ
ム
堰
堤
改
良
事
業

道
国
道
4
7
4号
三
遠
南
信
自
動
車
道

飯
喬
道
路

青
崩
峠
道
路

水
窪
佐
久
間
道
路

さ
ん
え
ん
な
ん
し
ん

あ
お
く
ず
れ
と
う
げ

い
い
だ
か

み
さ
く
ぼ
さ
く
ま

河
き
そ
が
わ

木
曽
川
水
系
直
轄
砂
防
事
業

新
丸
山
ダ
ム
建
設
事
業

河
し
ん
ま
る
や
ま

雲
出
川
河
川
改
修
事
業
（
流
域
治
水
整
備
事
業
）

〔
雲
出
川
須
ヶ
瀬
・
其
村
地
区
堤
防
整
備
事
業
〕

く
も
ず
が
わ

河
す
が
ぜ

そ
の
む
ら

木
曽
川
下
流
河
川
改
修
事
業

〔
木
曽
三
川
河
口
部
耐
震
対
策
事
業
〕

河
き
そ
が
わ

き
そ
さ
ん
せ
ん

木
曽
川
上
流
河
川
改
修
事
業
（
特
定
構
造
物
改
築
事
業
）

〔
牧
田
川
左
岸
堤
及
び
新
旧
水
門
川
排
水
機
場
改
修
事
業
〕

河
き
そ
が
わ

ま
き
た
が
わ

す
い
も
ん
が
わ

庄
内
川
河
川
改
修
事
業
（
特
定
構
造
物
改
築
事
業
）

〔
庄
内
川
枇
杷
島
橋
架
替
事
業
〕

し
ょ
う
な
い
が
わ

び
わ
じ
ま
ば
し

河

駿
河
海
岸

直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

海
す
る
が

河
て
ん
り
ゅ
う
が
わ

天
竜
川
ダ
ム
再
編
事
業

河

て
ん
り
ゅ
う
が
わ

天
竜
川
上
流
河
川
改
修
事
業

〔
天
竜
川
山
吹
地
区
M
IZ
B
E
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
整
備
事
業
〕

や
ま
ぶ
き
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３－２．整備事例（個 票） 

（岐阜県） 岐１【河川】木曽川
き そ が わ

上流河川改修事業 

   岐２【河川】新丸山
しんまるやま

ダム建設事業 

   岐３【道路】国道 475 号 東海環状
とうかいかんじょう

自動車道 ほか 

   岐４【公園】国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園 

（静岡県） 静１【河川】狩野川
か の が わ

総合水系環境整備事業 

   静２【河川】天竜川
てんりゅうがわ

ダム再編事業 

   静３【河川】由比
ゆ い

地区 直轄地すべり対策事業 

   静４【河川】長島
ながしま

ダム堰堤改良事業 

   静５【海岸】駿河
するが

海岸 直轄海岸保全施設整備事業 

   静６【道路】国道 1 号 国道 414 号 伊豆
い ず

縦 貫
じゅうかん

自動車道 ほか 

   静７【港湾】清水
しみず

港新興津
しんおきつ

地区国際物流ターミナル整備事業 

   静８【港湾】御前崎
おまえざき

港女岩
めいわ

地区防波堤(改良)整備事業 

（愛知県） 愛１【河川】庄 内 川
しょうないがわ

河川改修事業 

   愛２【河川】設楽
したら

ダム建設事業 

   愛３【道路】国道 474 号 三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 ほか 

   愛４【港湾】名古屋
な ご や

港ふ頭再編整備事業 

   愛５【港湾】衣
きぬ

浦
うら

港武
たけ

豊北
とよきた

ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業 

   愛６【営繕】名古屋
な ご や

第４地方合同庁舎整備等事業 

（三重県） 三１【河川】雲出川
くもずがわ

河川改修事業 

   三２【河川】木曽川
き そ が わ

下流河川改修事業 

   三３【道路】国道 475 号 東海環状
とうかいかんじょう

自動車道 ほか 

   三４【港湾】四日市
よっかいち

港霞ヶ浦
かすみがうら

地区国際物流ターミナル整備事業 

   三５【海岸】四日市
よっかいち

港海岸直轄海岸保全施設整備事業 

(長野県) 長１【河川】天竜川
てんりゅうがわ

上流河川改修事業 

   長２【河川】木曽川
き そ が わ

水系直轄砂防事業 

   長３【道路】国道 474 号 三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 
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木曽川上流河川改修事業

牧田川左岸堤及び新旧水門川排水機場改修事業（特定構造物改築）

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

木曽川水系牧田川に合流する水門川では、流域の更なる浸水被害の軽減に向けて、
「水門川流域整備計画アクションプラン」を令和2年3月に策定（令和6年8月改定）し、流
域のあらゆる関係者が目標や実施時期を共有しながら、治水対策を実施しています。
水門川の最下流部に位置する新水門川排水機場（国管理）及び水門川排水機場（岐
阜県管理）は、設置から50年以上が経過し、老朽化が著しくなっています。また、現況の
牧田川左岸堤防は高さや厚みが不足しているため、排水機場と牧田川左岸堤防の一体
的な整備を実施しています。

２．事業箇所

岐阜県大垣市

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

引き続き、地盤改良、水路切替等を実施。

岐阜県
個票－岐１

まきたがわ

きそがわ

おおがき

揖
斐
川

長
良
川

岐阜県大垣市横曽根町地先

令和７年度当初：３２．０億円
（岐阜県分：２８．９億円、愛知県分３．１億円）

すいもんがわ

事業実施後（イメージ図）

福束大橋

揖斐川

水門川

古宮
排水機場
（改築）

新鵜森三郷
排水機場
（改築）

新水門川
排水機場
（統合改築）

水門川
排水機場
（統合改築）

鵜森三郷排水樋門
（整備中）

水門川排水樋門
（整備中）
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４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

「水門川流域整備計画アクションプラン」に位置付けられたあらゆる関係者による治水対

策を実施することで、昭和36年6月洪水と同規模の洪水が発生した場合、浸水世帯数約

400世帯に減少し、床上浸水被害が解消されます。

昭和36年6月洪水と同規模の洪水が発生した
場合に想定される浸水区域及び重要施設位置

杭
瀬
川

揖
斐
川

新水門川
排水機場

背景図出典：国土地理院（淡色地図）

大垣駅

西
大
垣
駅

※岐阜県下水道事業（排水ポンプ）整備済み

に
し
お
お
が
き
え
き

おおがきえき

水門川流域における流域治水の加速化・深化

水門川流域では、あらゆる関係者の協働により浸水被害の軽減を図るため、「水門川流
域整備計画アクションプラン」を令和2年3月に策定（令和6年8月改定）し、国による牧田
川左岸堤及び新旧水門川排水機場改修事業のほか、岐阜県や大垣市、神戸町と目標
や実施時期を共有しながら治水対策を実施しています。

＜現在実施している主な治水対策（ハード整備）＞

雨水調整池の整備
（大垣市役所新庁舎：大垣市）

校庭貯留の実施
（北小学校：大垣市）

洪水調節池の整備
（加納川洪水調整地：岐阜県）

雨水調節池整備、公共施設を活用した流出抑制対策 洪水調整池整備、河床掘削等による河川改修

河床掘削の実施
（水門川：岐阜県）

牧田川左岸堤及び新旧水門川排水機場改修事業（特定構造物改築）

＜計算条件＞
【対象洪水】 昭和36年6月豪雨
【降雨条件】 ２日雨量344mm
【河道条件】 水門川：整備計画断面、中
之江川：現況河道、新規川：現況断面
【排水機場条件】 排水機場停止時：現
況の市の排水機場稼働 排水機場稼働
時：計画含む市の排水機場稼働

【対策】
① 最新鋭のポンプ導入による洪水

初期の排水能力強化、機械停止
リスクの軽減、長寿命化

② 動力設備のかさあげ、耐水構造
の強化により、排水機場周辺が
浸水しても機能停止しない

③ 耐震性が向上（南海トラフと同程
度の地震発生時に樋門及び排
水機場の機能を速やかに回復

④ 牧田川左岸堤防の整備（堤防の
高さと厚みを十分に確保
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新丸山ダム建設事業

令和７年度当初：１６１．６億円

【事業主体：国】

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況
引き続き、本体工事、付替道路工事等を実施。

個票－岐２
しんまるやま

２．事業箇所

右岸：岐阜県加茂郡八百津町

左岸：岐阜県可児郡御嵩町

（木曽川水系木曽川）

か も ぐ ん や お つ ち ょ う

か に ぐ ん みたけち ょ う

き そ が わ き そ が わ

新丸山ダム完成予想図

付替道路４１８号（7号橋）

新丸山ダム本体全景状況

左岸減勢工 コンクリート打設状況

１．事業の必要性及び概要

木曽川は我が国有数の大河川であり、流域には約２３５万人が生活し、この地域

の産業・経済・社会・文化の発展の基盤となっています。一方、下流部は、我が国最

大のゼロメートル地帯であり、ひとたび災害等が発生した場合には、被害は甚大と

なります。

そのため、本事業では既設丸山ダムの堤体を嵩上げし、洪水調節機能を強化す

ることにより、木曽川中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを守るとともに、流水の

正常な機能の維持及び発電を行います。

き そ が わ

かさまるやま
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４．整備効果

重点： ①国民の安全・安心の確保

昭和58年9月の台風10号及び秋雨前線による戦後最大洪水により、美濃加茂市及
び坂祝町、可児市などで甚大な被害が発生。河川改修と合わせて新丸山ダムを整備

することにより、同規模の洪水を安全に流下させることが可能となります。

み の か も

さかほぎちょう か に

一般国道４１号中濃大橋

美
濃
加
茂
市

可
児
市

67.0km

70.0km

坂祝町

被災家屋：4,588戸

昭和58年9月洪水での浸水範囲

写真1:軒下まで浸水した家屋

写真2:消防団員により救出される被災者

新丸山ダム

八百津町

付替国道４１８号 新旅足橋

県道篠原八百津線

県道恵那八百津線

恵那市飯地町

凡 例
現 道
付替道路（供用済）
付替道路（整備中）

御嵩町

瑞浪市

やおつちょう

みたけちょう

みずなみし

えなし いいじちょう

令和２年８月２日
高さ日本一の
岐阜バンジーが
オープン!!

八百津町
市街地

恵那市
飯地地区

付替道路により八百津町市街地～恵那市飯地地区間の移動時間の大幅な短縮となり
ます。

県道篠原八百津線・県道恵那八百津線経由：約７５分
付替国道４１８号（丸山バイパス）経由 ：約３５分

また、社会インフラを活用した地域振興の取組として、付替道路事業として建設した「新

旅足橋」で八百津町が必要な許可を受け、運営会社がバンジージャンプを開始してい

ます。

迂回

いいじ

すずはら

え な

たびそこ

やおつちょう

新大沢橋
(令和6年9月15日供用)
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個票－岐３                     【事業主体：国】 

国道475号 東海
と う か い

環状
かんじょう

自動車道 
国道158号 中部

ち ゅ う ぶ

縦貫
じゅうかん

自動車道 
 

令和７年度当初【東海環状自動車道】：３３０．２億円   
〔岐阜県分 ：２２０．６億円〕  

【中部縦貫自動車道】： ３６．９億円   
１．事業の必要性及び概要 

 東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道は、地域活性化･地域開発の支援を目的とした

中 京
ちゅうきょう

圏の環状道路を形成する延長約153kmの高規格道路です。 

 中部
ちゅうぶ

縦 貫
じゅうかん

自動車道は、高速アクセス性の向上（観光の周遊性向

上）や並行する国道 158 号の交通渋滞の緩和、救急医療活動の

支援等を目的に計画された高規格道路です。 

 
 

２．事業箇所 

■東海
とうかい

環
かん

状
じょう

自動車道 ： 愛知県豊
とよ

田
た

市～三重県四日市
よ っ か い ち

市 

■中部
ちゅうぶ

縦 貫
じゅうかん

自動車道 ： 岐阜県高山
たかやま

市清見
き よ み

町
ちょう

夏
なつ

厩
まや

～高山
たかやま

市丹生川
にゅうかわ

町
ちょう

坊方
ぼうかた

 

 ： 岐阜県高山
たかやま

市奥
おく

飛騨
ひ だ

温泉郷
おんせんごう

平
ひら

湯
ゆ

～丹生川
にゅうかわ

町
ちょう

久手
く て

 

 
 
３．令和 7 年度事業予定内容及び現在の実施状況 

■東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 

【関
せき

～養老
ようろう

(延長 44.2km)】【養老
ようろう

～北勢
ほくせい

(延長 18.0km うち岐阜県 9.0km)】 

 本巣
も と す

IC～大野
お お の

神戸
ご う ど

IC(延長 6.8km) の事業を推進。《令和 7 年夏頃開通予定》 

 養老
ようろう

IC～いなべ IC(延長 18.0km)の改良工事、橋梁工事等を推進。 

 

■中部
ちゅうぶ

縦 貫
じゅうかん

自動車道 

 高山
たかやま

IC～丹生川
に ゅ う か わ

IC(仮称)(延長 9.5km)の改良工事、橋梁工事、トンネル工事等を推進。 

 平
ひら

湯
ゆ

IC～久手
く て

IC(仮称)(延長 5.6km)の調査設計を推進。 

 

 

 

 

 

 

中部
ちゅうぶ

縦貫
じゅうかん

自動車道 

高山
たかやま

清見
き よ み

道路 下切
し も ぎ り

高架橋付近

東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道

海津
か い づ

PA 付近 

東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道

早野
は や の

高架橋付近 

至 大野神戸 IC 

R7.3 撮影 至 本巣 IC R7.2 撮影 至 養老 IC 

至 いなべ IC 

R7.3 撮影 至 高山 IC 

至 丹生川 IC（仮称） 

岐阜県

高山清見道路

東海環状自動車道

高山東道路（平湯～久手）
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土岐JCT

美濃関JCT

大野神戸IC

養老IC

Ｅ４１

Ｃ３

Ｅ１A

Ｅ１９

Ｃ２

Ｃ３

養老JCT

Ｅ１

Ｅ１A

Ｅ１A

Ｅ２３
Ｅ１大安IC

いなべIC

豊田東JCT

Ｈ２４.９.１５
開通

Ｈ２８.８.１1
開通

Ｈ３１.３.１７
開通

Ｒ１.１２.１４
開通

Ｒ２.３.２０
開通

西回り 延長約77km 東回り 延長約76km
Ｈ１７.３開通（豊田東ＪＣＴ～美濃関ＪＣＴ）

Ｈ２１.４開通（美濃関ＪＣＴ～関広見ＩＣ）

Ｒ７.３.２９
開通

Ｒ７年夏頃
開通予定

東海環状自動車道 延長約153km

Ｈ２９.１０.２２
開通

工程精査中

Ｒ７年４月６日
開通予定

山県IC

本巣IC

岐阜IC

４車線化

だい あん

よう ろう

おお の ごう ど

もと す

ぎ ふ

やま がた み の せき

と き

とよ た ひがし

名古屋港
な ご や こう

四日市港
よ っ か いち こう

工業団地（計画中：5箇所）
※出典：R6.10 自治体への調査結果

工業団地（平成12年迄完成：40箇所）

令和６年１０月時点

工業団地（平成13年以降完成：35箇所）

４．整備効果 

重点：②持続的な経済成長の実現 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

■東海環状自動車道沿線に分布する工業団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大野神戸 IC 周辺の開発状況 

14.4 
17.4

26.3

0 

10

20

30

H12 H17 R4 

製 造 品 出 荷 額 等 （ 兆 円 ） 
東回り全線

工事着工

東回り開通 
（ H17.3 ） 兆円 

兆円

兆円

約 1.8 倍増加  

製
造
品
出
荷
額
等
（
兆
円
） 

0

20

40

60
従
業
員
数
（
万
人
）

27.3 万人 31.0 万人 

東回り全線

工事着工 
東回り開通 
(H17.3) 

約 3.7 万人増加 

（東海環状自動車道） 

民需誘発！沿線自治体の経済の好循環を促し、沿線地域の産業振興を支援！ 

 東海環状自動車道の整備進展に伴い、沿線地域の民間需要を喚起し、沿線地域の従業者数

は約３．７万人増加、製造品出荷額等は約１．８倍増加 

 沿線地域の工業団地数は２倍に増加。西回り沿線の駒野
こ ま の

工業団地では、全区画の進出企業が

決定するなど、整備が進む 

 東海環状自動車道の早期全線開通を目指し、沿線地域の産業振興を支援 

■沿線市町の工業団地数の推移 

出典：経済産業省「工業統計」「経済構造実態調査」出典：経済産業省「工業統計」「経済構造実態調査」

・沿線自治体：東海環状自動車道が通過する市町（東回り：8 市 4 町、西回り：7 市 4 町）  

■沿線市町の製造業従業者数の変化 ■沿線市町の製造品出荷額等の推移 

 

出典：自治体調査結果（R6.10）

・沿線自治体：東海環状自動車道が通過する市町（東回り：8 市 4 町、西回り：7 市 4 町） ・沿線自治体：東海環状自動車道が通過する市町（東回り：8 市 4 町、西回り：7 市 4 町）

東海環状自動車道  

H12 R5 

0 

30 

60 

90 

H12 H17 R6

２倍に増加

東回り全線 
工事着工 

東回り開通

（H17.3） 

工 業 団 地 数 （ 箇 所 ） 

40 箇所 48箇所 

80箇所 

 

工
業
団
地
数
（
箇
所
） 

駒野工業団地
こま の

17



個票－岐４ ※岐阜県、愛知県、三重県を記載      【事業主体：国】 

国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園（国営公園整備事業） 
令和７年度当初 ： ４．１億円 

（岐阜県分：２．６億円、愛知県分：１．２億円、三重県分：０．３億円） 

１．事業の必要性及び概要 
本公園は、東海地方の広域的レクリエーション需要に対応す

るため、木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）が有する広大な
オープンスペースを活用して設置した国営公園です。 
昭和55年度から事業着手し、昭和62年10月に木曽三川公園セ

ンターを一部供用開始して以来、平成27年度には部分開園を含
む13拠点の全てを開園しました。その後も順次整備エリアを拡
げ、令和7年3月にアクアワールド水郷パークセンター・大江緑
道 万寿新田広場を追加供用することにより、令和6年度末現
在、開園面積は約302.1haとなっています。令和5年度には年間
約８４０万人に来園いただきました。今後、未供用区域の整備
を進め追加供用することにより、さらなる利用促進を図ります。 
令和７年度は、木曽三川公園センターの再整備、ワイルドネ 

イチャープラザの園路整備等を推進します。 

２．事業箇所 

  岐阜県海津
か い づ

市海津
か い づ

町、愛知県稲沢
いなざわ

市祖父江
そ ぶ え

町祖父江
そ ぶ え

、 

岐阜県羽島
は し ま

市桑原
くわばら

町、三重県桑名
く わ な

市三之丸
さんのまる

 等 

３．令和 7 年度事業予定内容 

・木曽三川公園センター          管理施設再整備、展示物設計設置 

・ワイルドネイチャープラザ        園路整備 

・桜堤サブセンター            敷地造成 

・ｱｸｱﾜｰﾙﾄﾞ水郷ﾊﾟｰｸｾﾝﾀｰ・大江緑道     管理施設整備 

・桑名七里の渡し公園           基本設計            等 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

国営木曽三川公園の主な整備箇所 

 

基本設計 

１３８タワーパーク 

河川環境楽園（木曽川水園） かさだ広場・各務原 
アウトドアフィールド 

東海広場 

アクアワールド水郷パー

クセンター・大江緑道 

長良川サービスセンター 

桜堤サブセンター 

カルチャービレッジ 

船頭平河川公園 

管理施設再整備、展示物設計設置 

木曽三川公園センター（岐阜県海津市） 

桑名七里の渡し公園（三重県桑名市） 

園路整備 

 

ワイルドネイチャープラザ（愛知県稲沢市） 

フラワーパーク江南 

桜堤サブセンター（岐阜県羽島市） 

敷地造成 
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復元した堀田における 
田植え体験 

（アクアワールド水郷パークセンター） 

４．整備効果                   

重点：①国民の安全・安心の確保 

○国営木曽三川公園について、所要の耐震性能を満たしていない既存施設の耐震化や老朽

化への対応を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点：③地方創成 2.0 に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり 

 

 

○木曽三川の雄大な河川空間を生かしたレクレーションや健康づくりの推進に向け、河川

管理者、沿川自治体との連携のもとサイクリングネットワークの整備、利活用に向けた

取り組みを推進します。 

○地域と連携したイベントの実施により地域の観光振興や賑わいの創出に、また、公園ボ

ランティアの参画を進める事で、地域コミュニティの活性化にも貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○河川ならではの自然環境に配慮した公園整備を行う事で広域的 

な水と緑のエコロジカルネットワーク形成に貢献します。 
○水辺に囲まれた公園の立地条件を生かした環境教育プログラム

などを実施し、訪れる人に対しての木曽三川の自然環境・歴史文

化への理解の深化に貢献します。 

 
 

 
 

○沿川自治体の地域防災計画における広域避難地・一次避難地とし 

ての活用や当該避難地における防災訓練など、地域の防災・減災 

機能強化に貢献します。 

 
 

自然環境や歴史・文化への理解の深化 

木曽三川を活用したサイクルツーリズムを 

推進する首長等との集い 開催 

（長良川サービスセンター） 

スラックライン体験会 

（アクアワールド水郷パークセンター） 

公園ボランティアによる園芸活動 
（フラワーパーク江南） 

地域における防災・減災の寄与 

 
公園を利用した防災訓練 

（東海広場） 
 

水と緑の舘（イメージパース図） 水と緑の舘 

耐震化対策 

老朽化対策 

地域活性化と観光振興 
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狩野川水系狩野川の沼津市上土周辺地区では、右岸側に既設の階段護岸があり、

都市・地域再生等利用区域に指定され、「かのがわ風のテラス」として、隣接する中央

公園や商業施設と一体的に活用されています。沼津市都市計画マスタープランでは、

狩野川を活用したまちづくりが計画されており、国と沼津市が連携し、更なるにぎわい

づくりのため、左岸側において「上土周辺地区水辺整備事業（親水護岸、管理用通路

（坂路・スロープ）等」に新たに着手します。

狩野川総合水系環境整備事業

沼津狩野川かわまちづくり

令和７年度当初：０．７億円

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

静岡県 沼津市

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

施設設計を実施。

静岡県
個票－静１

かのがわ

ぬまづ かのがわ

相模湾

駿河湾

伊豆半島

・・ 熱海

三島

静岡県沼津市
上土周辺地区

上土周辺地区

整備イメージ

かぜ

坂路整備（国） スロープ整備（国）親水護岸整備（国）螺旋階段整備（市）

中心市街地 まちづくり方針図

出典：第2次沼津市都市計画マスタープラン

ぬまづし あげつちかのがわ

ぬまづし

令和７年度新規着手
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４．整備効果

重点：②持続的な経済成長の実現

沼津市では、沼津駅から約1kmの距離にある狩野川の河川区域が、平成26年に「都市・地域再生等利用区
域」として指定され、令和３年に利用区域拡大指定がされており、「かのがわ風のテラス」と愛称がつけられて
おります。

『かのがわ風のテラス』と市が再整備をする中央公園と連携しながら、更なる利用活性化を図るため、『沼津
狩野川かわまちづくり計画』を新規登録しました。（令和6年8月）

当該地区と上流部の水辺整備拠点（塚本地区、神島地区）を巡るカヌー・SUPなどのイベント開催等による連
携、下流部当該地区との特色のある連携（我入道の渡し）など、狩野川の上下流の水辺機能の連携を強化し、
さらにサイクリングイベントの開催等により賑わいが創出されることで、流域全体の活性化が期待されます。

■現在の活用状況

■上土周辺地区水辺整備事業の効果

高水敷や親水護岸、せせらぎ水路等を
整備しました。（水辺の楽校）

更なる
利用活性化

沼津狩野川かわまち整備イメージ（将来）

※整備内容は、一部変更する場合があります

整備後は整備前より年間利用
者数、水面利用者数、歩行通行
量（あゆみ橋）が約10％増とな
る見込みです。

■3拠点との連携

評価指標 整備前 整備後 

年間利用者数（人） 30,319 35,000 

水面利用者数（人） 
※年間 7 日の利用実態調査結果 

71 80 

歩行通行量（あゆみ橋）（人） 1,360 1,500 
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天竜川ダム再編事業

令和７年度当初：９．０億円

【事業主体：国】

２．事業箇所

右岸：愛知県北設楽郡豊根村

左岸：静岡県浜松市天竜区佐久間町

（天竜川水系天竜川）

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

引き続き、治水関連施設設計、堆砂対策施設設計、
管理設備用道路工事等を実施。

個票－静２
てんりゅうがわ

き た し た ら ぐ ん と よ ね む ら

１．事業の必要性及び概要

天竜川は我が国有数の大河川であり、約166万人（10市12町15村）の人々が生活

しており、この地域の産業・経済・社会・文化の基盤となっています。

そのため、本事業では既設の利水専用ダム（佐久間ダム；昭和31 年(1956 年)完

成、電源開発(株））を有効活用し、新たに洪水調節機能を確保して、天竜川中下流

部の洪水氾濫から人々の暮らしを守るとともに、ダム貯水池に流入する土砂をダム

下流河川へ還元することで土砂移動の連続性を確保し、遠州灘沿岸の海岸侵食の

抑制等を目指します。

さ く ま

えんしゅうなだ

は ま ま つ し て ん り ゅ う く さ く ま ち ょ う

天竜川ダム
再編事業

愛知県北設楽郡
豊根村

静岡県浜松市
天竜区佐久間町

佐久間ダム

放流能力の増強

洪水調節
容量の確保

恒久堆砂対策施設の整備

佐久間ダム（電源開発(株)S31完成） 天竜川ダム再編事業のイメージ

増設放流設備イメージ設計のための地質調査
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４．整備効果

重点： ①国民の安全・安心の確保

戦後最大規模相当となる昭和58 年9 月洪水と同規模の洪水が気候変動後（2℃上昇
時）の状況において発生した場合、本事業の洪水調節とあわせ、樹木伐開や河道掘削
等の河道整備を行うことにより、同洪水を安全に流下させることが可能となります。

現在、天竜川中下流域では、既設ダムにより土砂移動の連続性が遮断されています。
恒久堆砂対策の整備により、ダム地点における土砂移動の連続性を確保し、佐久間

ダムからの流下土砂量を増加させることにより、遠州灘沿岸の海岸侵食の抑制等を目
指します。

恒久堆砂対策のイメージ

土砂移動の連続性が遮断されているイメージ 天竜川河口部では、長期的な海岸侵食が進行

浸水世帯数
約130,000世帯

事業実施前 事業実施後

浸水世帯数
概ね解消

昭和58 年9 月洪水と同規模の洪水が気候変動後（2℃上昇時）
の状況において発生した場合浸水想定区域

（現況河道） （河川整備計画完了時河道）
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由比地区直轄地すべり対策事業

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

個票－静３
ゆい

由比地区には重要交通網である東名高速道路や国道１号、ＪＲ
東海道本線が集中しており、豪雨や南海トラフ地震の発生等に
伴う地すべりにより、長期間途絶することで人命救助や経済活動
に甚大な影響を及ぼすことが懸念されます。このため、地すべり
被害を防止するための対策工を実施しています。

静岡県静岡市清水区由比西倉沢
しみずく ゆい にしくらさわ

引き続き、深礎杭工、集水ボーリング工を実施。

由比地区
直轄地すべり対策事業

位置図

静岡県

山梨県長野県

愛知県

岐阜県

しんそ

深礎杭工 集水ボーリング工

国道1号

東名高速道路

地すべり防止区域

JR東海道本線

※地すべり防止区域 ： 地すべり等防止法（昭和33年3月31日法律第30号）第3条に基き、指定した区域

令和７年度当初：２３．１億円

集水ボーリング工
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４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

崩落前 崩落後

■災害発生時の影響 ■事業効果

地すべりが発生

重要交通網（国道1号、JR東海道本線（旅客、貨物）

日本経済全体への影響が懸念される重
要交通網である国道1号・東名高速道路・
ＪＲ東海道本線の交通が確保されます。

地すべりの発生を防止することにより、
多数の人命が失われることを防止します。

地すべりが発生すると、東名高速道路、
国道1号、ＪＲ東海道本線が途絶し、迂回
ルートに車両が集中するため、交通渋滞
が発生し移動時間が増大します。

■由比地区において想定される被害

・直接想定被害としては、地すべり崩落土砂により重要交通網等の埋没が想定されます。

・国道1号・東名高速道路・ＪＲ東海道本線の重要交通網の長期間途絶により、地域はも
とより、日本経済全体への影響が懸念されます。

・地すべり崩落により、多数の人命が失われる可能性があります。

■重要交通網の交通量

地すべりブロック 地すべりブロック
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

国
道
１
号

国
道
１
号

東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

駿
河
湾

駿
河
湾

※1 

※1 

※2 

※１ R3年JR時刻表より
※２ R3道路交通センサス結果より
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長島ダム堰堤改良事業

令和７年度当初：２．４億円

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

静岡県 榛原郡 川根本町

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

堆砂土砂掘削、掘削用坂路整備等を実施。

個票－静４
ながしま

長島ダムは、洪水調節容量内の堆砂が進行しており、洪水調節機能に支障を及ぼ
す恐れがあるため、堆砂対策が喫緊の課題となっています。
そのため、長島ダムでは、ダム貯水池機能（洪水調節容量）を回復するための堆砂
対策（堆砂除去）を計画的・集中的に実施する堰堤改良事業（ダムリフレッシュ事業）
を推進します。

はいばら かわねほんちょう

犬間ストックヤード
（一時仮置き場整備）

貯砂ダム

運搬路

貯砂ダム坂路
（進入路整備）

主な掘削範囲
（土砂掘削）

土砂掘削前

土砂掘削後

長島ダム全景

＜位置図＞

長島ダム

長島ダム貯水池
対策箇所図

土砂掘削状況
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４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

他事業との更なる連携（掘削土砂の海岸養浜材への活用等）により、計画的・集中的
に堆砂対策を実施し、ダム貯水池機能（洪水調節容量）の回復を図る。

＜堆砂状況＞

＜流域内の事業間連携を通じた総合的な土砂管理の推進＞

長島ダム貯水池の掘削土砂の有効活用として、他
事業との更なる連携（海岸養浜材への活用等）によ
り、計画的・集中的に堆砂対策を実施する。

長島ダムは、洪水調節容量内の堆砂が令和４年度時点で1,175千㎥（洪水調整容量
内堆砂率2.5％）と進行しており、洪水調節機能に支障を及ぼす恐れがあるため、堆砂
対策が喫緊の課題となっている。

長島ダム貯水池への流入土砂の多くは貯砂ダム上流に堆積しており、貯砂ダム下流
の堆砂形状は安定している。

海岸事業（直轄）での利用状況
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１．事業の必要性及び概要

駿河海岸は、我が国最深の駿河湾に面し、海底勾配が急峻で波の力が減衰する

ことなく押し寄せることから、高潮・高波による甚大な被害を受けてきました。また、

切迫する南海トラフ巨大地震による最大クラスの津波の第１波が地震発生後に最

短２～４分で到達するため、避難に可能な時間が極めて短い地域です。このため、

高潮・高波による施設の損傷や背後地の浸水・越波を防止するため、養浜工・有

脚式離岸堤を実施するとともに、Ｌ１津波を超える津波が発生した場合でも、減災

効果を発現させるため、粘り強い構造の海岸堤防の整備を実施し、早期に地域の

安全性向上を図ります。

粘り強い構造の海岸堤防（焼津市）

駿河海岸 直轄海岸保全施設整備事業

令和７年度当初：１３．６億円

【事業主体：国】

やいづ

２．事業箇所 静岡県焼津市

個票－静５

粘り強い構造の海岸堤防構造イメージ図

天端保護工裏法被覆工

法尻保護工

するが

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

養浜工、有脚式離岸堤、
粘り強い構造の海岸堤防等を実施。

L=820m

榛原
工区

住吉工区

吉田町

川尻工区

吉田
漁港

大井川港

大井川工区

焼津工区

牧之原市

焼津市

駿河海岸 L=１２．１km

L=3,600m

L=3,745m

L=1,660m

L=2,228m

静岡県

＜駿河海岸 全体位置図＞

＜実施予定内容＞
【粘り強い構造の海岸堤防】

有脚式離岸堤

養浜工

粘り強い構造の
海岸堤防

位置図

南海トラフの巨
大地震等に伴う
L1津波を超える

津波に対しても、
減災機能を発揮
させるため、粘り
強い構造の海岸
堤防の整備

有脚式離岸堤

養浜工

粘り強い構造の
海岸堤防

海
側

陸
側
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有脚式離岸堤の施工状況

４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

駿河海岸における南海トラフ巨大地震の津波による想定被害者数（想定死者数）※

は約5,000人と想定されますが、粘り強い構造の海岸堤防を整備することにより、想

定被害者数を約2,000人まで低減することができます。
※想定死者数は、津波浸水域における滞留者のうち津波が到達する時間（浸水深30cm 以上となる）までに浸水区域外、高層階避

難、津波避難施設等への避難が完了できなかったものを津波に巻き込まれたものとして、死亡か負傷かを判定

事業前

事業後

■津波到達時間分布図（浸水深30cm）

■5分以内 ■10分～15分 ■20分～25分 ■30分以上
■5分～10分 ■15分～20分 ■25分～30分

※被害想定は、津波シミュレーションを用いて榛原～焼津工区間の被害軽
減効果を算出
※粘り強い構造の海岸堤防整備により避難時間をさらに３～５分確保でき
ると仮定

海岸事業（直轄）での活用

海岸事業による運搬

長島ダムの堆積土砂掘削

ダム管理事業による運搬

土砂中継地

【有脚式離岸堤】

有脚式離岸堤

【ダムとの事業間連携による養浜】目標浜幅を確保
し、高潮や高波に
よる浸水・越波を
防止することを目
的に、有脚式離
岸堤の整備ととも
に養浜を実施

有脚式離岸堤イメージ図
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個票－静６                     【事業主体：国】 

国道1号 国道414号 伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 
国道1号 静

せ い

清
し ん

バイパス 
国道1号 藤枝

ふ じ え だ

バイパス 
令和７年度当初【伊豆縦貫自動車道】： ５１．５億円 

【静清バイパス】： ５１．６億円 

【藤枝バイパス】： ２８．８億円 

１．事業の必要性及び概要 

 伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道は、伊豆
い ず

半島部を高速ネットワークで結ぶことにより、観光の活

性化などを目的に計画された延長約 60km の高規格道路です。 

 静清
せいしん

バイパスは、高規格道路「静岡
しずおか

東西
とうざい

道路」の一部を構成し、静岡
しずおか

市の環状道路

の一部として、交通渋滞の緩和、交通安全の確保、静清
せいしん

都市圏の発展の支援を目的

に計画された道路です。 

 藤枝
ふじえだ

バイパスは、国道１号の交通渋滞の改善により企業活動の支援及び市街地部の

交通安全の確保を目的に暫定２車線から完成４車線化を図る拡幅事業です。 

２．事業箇所 

■伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 ： 静岡県沼津
ぬ ま づ

市～静岡県下田
し も だ

市 

■静
せい

清
しん

バイパス   ： 静岡県静岡
しずおか

市清水
し み ず

区興津東
おきつあずま

町
ちょう

 

            ～静岡市駿河
す る が

区丸子
ま り こ

二軒屋
に け ん や

 

■藤枝
ふじえだ

バイパス ： 静岡県藤枝
ふじえだ

市仮宿
かりやど

～島田
し ま だ

市野田
の だ

 

３．令和 7 年度事業予定内容及び現在の実施状況 

■伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 

【東駿河
ひがしするが

湾
わん

環状道路(延長 15.0km)】【天城
あ ま ぎ

峠
とうげ

道路（月ケ瀬
つ き が せ

～茅野
か や の

）(延長 5.7km)】 

 調査設計を推進。 

【河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅱ期）(延長 6.8km)】【河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅰ期）(延長 5.7km)】 

 河津
か わ づ

逆 川
さかさがわ

IC～下田
し も だ

IC(仮称)(延長 12.5km)の改良工事、トンネル工事等を推進。 

■静
せい

清
しん

バイパス 

 清水立体区間（延長 2.4km）の改良工事、橋梁工事、舗装工事等を推進。 

■藤枝
ふじえだ

バイパス 

 広
ひろ

幡
はた

IC～藪田
や ぶ た

東
ひがし

IC(延長 1.5km)の改良工事、橋梁工事、舗装工事等を推進。 

《 令和 8 年度開通予定 》 

 藪田
や ぶ た

東
ひがし

IC～野田
の だ

IC（延長 9.2km）の改良工事、橋梁工事、トンネル工事等を推進。 

 
   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆
い ず

縦 貫
じゅうかん

自動車道 

河津
か わ づ

下田
し も だ

道路(Ⅱ期) 須原
す は ら

付近 

静
せい

清
しん

バイパス（清水立体） 

尾羽
お ば ね

地区付近 

藤枝
ふじえだ

バイパス 

潮
うしお

トンネル付近 

 

至 名古屋市 R7.2 撮影 

 

至 東京 至 名古屋市 

至 東京 R7.2 撮影 

 

R7.2 撮影 

 

至 下田 

至 沼津 

静岡県

伊豆縦貫自動車道

藤枝バイパス

静清バイパス

尾羽第 2 高架橋 
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【国道 135 号 法面崩壊】 

（令和 2 年 7月 伊東
い と う

市赤沢
あ か ざわ

） 

４．整備効果 

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■南海トラフ巨大地震発生時の被害想定 

（伊豆縦貫自動車道） 

災害に強い道路ネットワークを構築し、災害時にも機能する道路を整備！ 

 伊豆
い ず

半島は、南海トラフ巨大地震等の津波による浸水等、災害リスクの高い地域で 

あるとともに、災害時に連絡できる道路が脆弱で、台風、大雨等で通行止めが発生。 

 災害時には、東名・新東名高速道路からのルートに加え、防災拠点港湾である下田港

からの海上ルートが緊急輸送ルートとなる。 

 伊豆縦貫自動車道の整備により、「災害に強い道路ネットワーク」が構築され、災害時

の救命救急・復旧活動等の支援に寄与することが期待。 

■台風、大雨等による伊豆南部の被災状況 

 

出典：静岡県通行規制実績 

   （沼津土木事務所、熱海土木事務所、下田土木事務所） 

   ※国道 414 号は旧道除く 

出典：内閣府南海トラフ巨大地震 

の被害想定（第二次報告） 

（平成 25 年 3 月）より作成 出典：静岡県第 4 次地震被害想定 

（第二次報告）（平成 25 年 11 月） 

【国道 414 号 倒木】 

（令和 6 年 9月 河津町
か わ づ ちょ う

逆川
さかさがわ

） 

東名・新東名高速道路 
からの救命・復旧ルート 
を確保 

【道路施設影響度ランク】

緊急輸送が可能
なレベルの復旧に
要する日数目安

被害
規模

影響度
ランク

1週間以上大AA
3日～1週間中A
当日～3日小B

―なしC

：推定最大津波高さ

：津波浸水箇所（国道と推定
津波浸水の交差箇所）

：推定津波浸水域

凡例

：事業中区間

：開通済区間

：開通済（有料区間）区間

：調査中区間

下田港（防災拠点港湾） 
からの緊急物資輸送ルート 
の確保 

防災拠点港湾 東名・新東名ルート 海上ルート

11

2 7 6

14

33

21

12 9 10

59

71
46

38

335

603

320

420

39 80

0

100

200

300

400

500

600

700

0

10

20

30

40

H.26 H.27 H.28 H.29 H.30 R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

平均 

約 200 時間 
 (2014～2023） 

（回） 

規
制
回
数 

（時間） 

通
行
止
め
時
間 

規制回数 規制時間

■伊豆地域の通行止め実績 

 （国道 135 号、国道 136 号、国道 414 号※） 

至 沼津 
ぬ ま づ

し も だ

至 下田 

至 下田 
し も だ

至 沼津 
ぬ ま づ
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個票－静７                             【事業主体：国】 

清水
し み ず

港新興津
しんおきつ

地区国際物流ターミナル整備事業 

令和７年度当初：２０．９億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 多くの製紙工場が背後に立地する清水
し み ず

港は、原材料であるパルプの輸入拠点となって

おり、パルプの輸入量が増加しています。また、背後圏のコンテナ貨物の取扱拠点とな

っており、特に東南アジア貨物が増加し、船舶が大型化しています。 
一方、大型船が利用できる岸壁が限られており、非効率な輸送を強いられていること

から、これらに対応した港湾機能の強化が必要となっています。 
このため、新興津

しんおきつ

地区において国際物流ターミナルの整備を行います。 
 

 

２．事業箇所 

静岡県静岡
しずおか

市 

 

 

３．令和７年度事業予定内容及び現在の実施状況 

引き続き、耐震強化岸壁等の整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【位置図】 

清水港 

ふ頭用地 

岸壁(水深 15m)(耐震) 

泊地(水深 15m） 新興津
しんおきつ

地区 
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４．整備効果 

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

＜被災時における社会・経済活動の維持＞ 

耐震強化岸壁の整備により、被災時においても海上輸送が可能となり、背後企業

の事業継続、物流機能が確保できます。 

 

 

重点：③地方創生 2.0 に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり 

 

＜海上輸送効率化への対応＞ 

大型パルプ船による原産国から清水港への一括大量輸送、清水
し み ず

港を拠点とした全

国へのトランシップ（積替）輸送による物流効率化が可能となり、静岡県の基幹産

業である製紙産業を中心として地域経済の活性化が図られるとともに、積替輸送に

より物流コスト削減効果を全国に波及させることができます。また、コンテナ貨物

の増加、コンテナ船の大型化にも対応可能となります。 

 

 

 

 
 

 

 

＜ターミナルの安全性の向上＞ 

整備した岸壁にパルプ船が着岸することで、コンテナ荷役とパルプ荷役の動線の 

交錯が緩和され、安全かつ効率的な荷役が可能となります。 

 

 
 

 

 
【現状】 【整備後】 

■日の出地区、興津地区(水深 12m) ■日の出地区、興津地区(水深 12m) ■新興津地区(水深 15m) ■日の出地区、興津地区(水深 12m) 

大型化 
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個票－静８                      【事業主体：国】 

御前崎
おまえざき

港女岩
め い わ

地区防波堤(改良)整備事業 

令和７年度当初：２．３億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 防波堤は、地震発生時の堤体沈下に伴う港内静隠度低下により岸壁荷役作業に支障を

きたす恐れがあります。また、津波来襲時の防波堤倒壊により背後地域への浸水被害が

拡大する恐れがあることから、災害対応力の向上が必要となっています。 
 このため、女岩

め い わ

地区防波堤（A）において防波堤の改良を行います。 
 

 

２．事業箇所 

静岡県御前崎
おまえざき

市 

 

 

３．令和７年度事業予定内容及び現在の実施状況 

引き続き、防波堤の粘り強い構造への改良を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女岩
め い わ

地区 

防波堤(A)(改良) 

【位置図】 

御前崎港 
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４．整備効果 

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

＜防波堤の粘り強い化＞ 

嵩上げによる沈下対策、港外側基礎の流出防止対策、越流による洗掘防止対策に 

よる粘り強い化により、津波来襲後においても港内静穏度を確保するとともに、津 

波来襲時における背後地域での浸水被害の低減を図ります。 

 

【防波堤 粘り強い化対策前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防波堤 粘り強い化対策後】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【対策イメージ】 
 

 

港外側 港内側 

越流による 

洗掘防止対策 基礎の 

流出防止対策 

沈下対策 

港外側 港内側 

沈下対策 
（上部工嵩上げ） 

基礎の流出防止対策 
（被覆ブロック据付） 

越流による洗堀防止対策 
（根固方塊据付） 
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庄内川河川改修事業

庄内川枇杷島橋架替事業（特定構造物改築）

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

名古屋市枇杷島地区は、狭窄部であるとともに県道枇杷島橋を始め、桁下高が低く、
橋脚の間隔が狭い橋梁が横架しており、洪水の流下に大きな支障をきたしていること
から、氾濫した場合には、広範囲の浸水被害が予想されます。
このため、枇杷島地区３橋梁の架替や築堤等を実施し、治水安全度の向上を図り

ます。

２．事業箇所

愛知県名古屋市、清須市

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

引き続き、県道枇杷島橋の架替を実施。

愛知県
個票－愛１

び わ じ ま

びわじまばし

名古屋市西区枇杷島地先
清須市西枇杷島地先

令和７年度当初：１５．８億円
（岐阜県分：２．０億円、愛知県分１３．８億円）

しょうないがわ

名古屋市西区

堀越

西枇杷島

庄内川西枇杷島緑地

庄
内
川

県道枇杷島橋

名古屋市中村区◎14.0k愛知県清須市 14.0k◎

15.0k◎

◎15.0k

枇杷島水位観測所

東海道本線
東海道新幹線

狭窄 引堤

令和6年10月撮影

庄内川枇杷島橋架替事業
県道架替

な ご や し きよすし
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県道枇杷島橋

ＪＲ東海道新幹線

ＪＲ東海道本線

県道枇杷島橋（仮橋）

令和6年6月 右岸堤防嵩上げ

～令和6年5月 上部工撤去完了
令和6年10月～ 下部工撤去開始

令和7年1月撮影

名古屋市中村区 清須市

●名古屋駅

●名古屋市役所
●愛知県庁

整備後

４．整備効果等

重点：①国民の安全・安心の確保

平成12年9月11日～12日に東海地方に甚大な被害を発生させた東海豪雨では、派
川である新川の堤防が決壊したのをはじめ、名古屋市内でも広範囲に浸水被害が
発生しました。県道枇杷島橋では、洪水が橋桁に衝突するなど、危険な状況でした。
本事業を含む整備計画を完了させることで、中下流域（愛知県区間）は、東海豪雨
と同規模の洪水が発生した場合でも、洪水を安全に流下させることが可能となります。

平成12年9月東海豪雨の状況

新川の堤防決壊による清須市の浸水状況

橋梁の橋げた付近まで水位が上昇（枇杷島地区）

名古屋市西区あし原町地先で新川堤防が決壊

浸水被害の解消

現在

●名古屋駅

●名古屋市役所
●愛知県庁

河川整備計画目標流量による浸水想定

とうかいごうう

あしはらちょう

■庄内川枇杷島橋架替事業（特定構造物改築）の進捗状況

令和３年１０月より、県道枇杷島橋の架替工事に着手し、令和５年１１月に県道枇杷島橋（仮橋）
への切り回しが完了しました。現在、旧橋（元々の県道枇杷島橋）の撤去工事を実施しています。

また、県道枇杷島橋の架替工事の進捗に伴って取り付け道路の施工を行い、これまで最も低
かった右岸堤防を令和６年６月に嵩上げしました。

37



設楽ダム建設事業

令和７年度当初：１５４．５億円

【事業主体：国】

２．事業箇所

愛知県北設楽郡設楽町（豊川水系豊川）

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況
引き続き、本体工事、付替道路工事等を実施。

個票－愛２
したら

きたしたらぐん したらちょう とよがわ とよがわ

愛知県

静岡県

長野県
岐阜県

三重県

名古屋

○
豊川●

設楽ダム

設楽ダム完成予想図

本体工事（基礎掘削）

付替県道瀬戸設楽線（5号橋）

付替国道257号線（4号橋）

１．事業の必要性及び概要

豊川流域には約５９万人が生活し、この地域の産業・経済・社会・文化の発展の基

盤を築いてきました。一方、洪水時には、堤防決壊による氾濫等により人家や農作

物等に多大な被害をもたらし、渇水時には、度々取水制限や水道用水の減圧給水

が行われ、農作物の発育不良などの被害が生じています。

そのため、本事業では設楽ダムを建設することにより、洪水調節、流水の正常な

機能の維持、かんがい用水、水道用水の供給を行います。

とよがわ

したら
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４．整備効果

重点： ①国民の安全・安心の確保

設楽ダムを建設することにより、戦後最大の洪水量を記録した昭和44年8月洪水（年
超過確率1/30規模）に対して、基準地点である石田の流量を約550m3/s減らすことに
より、河川の水位を約0.6m下げることが可能となります。
設楽ダムと下流の河道改修の効果をあわせて、浸水被害を軽減します。

昭和44年8月（旧一宮町江島）
下流の基準地点の石田では、約550m³/sの流量を低減
（約60cm水位を下げる）

●基準地点石田での水位低減効果

水位低下量約60cm

流量低下量
約550m3/s

設楽ダムを建設することにより、10年に1回発生する規模の渇水において、河川流量
を増加させ、河川環境を保全するとともに、既得用水の取水の安定化を図ります。

（平成16年4月26日 0.0ｍ
3
/s）大野頭首工下流 （平成16年4月29日 1.3ｍ

3
/s）大野頭首工下流

流況改善前/無水状態 流況改善後/流れのある状況

設楽ダム

調節後流量

流入量

120m3/s

910m3/s

ダム地点で、最大約790m³/sの洪水調節

●ダム地点では（ピーク時）

いしだ

設楽ダム
完成後
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個票－愛３                     【事業主体：国】 

国道474号 三遠南信
さ ん え ん な ん し ん

自動車道 
国道155号 豊田

と よ た

南
みなみ

バイパス 
国道22号 名岐

め い ぎ

道路 
令和７年度当初【三遠南信自動車道】：１３２．５億円  

〔愛知県分 ： ５０．３億円〕 

【豊田南バイパス】： ３２．２億円  

【名岐道路】：  １．０億円  

１．事業の必要性及び概要 

 三遠南信
さんえんなんしん

自動車道は、中央
ちゅうおう

道
どう

、新東名
しんとうめい

と連絡し広域ネットワークを構築し、災害に

強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援を目的に計画された

延長約 100km の高規格道路です。 

 豊田
と よ た

南
みなみ

バイパスは、豊田市の中心市街地を迂回し、交通の円滑化、物流の効率化、

地域経済の発展・促進、地域内外の交流・連携等を目的に計画された延長 12.9km の

道路です。 

 名岐
め い ぎ

道路は、名古屋と岐阜地域を最短で結ぶ自専道ネットワークを構築し、高速道

路のボトルネック箇所や国道 22 号等の渋滞緩和、地域産業の活性化、交通安全の確

保等を目的に計画された道路です 

 
 

２．事業箇所 

■三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 ： 長野県飯田
い い だ

市～静岡県浜松
はままつ

市 

■豊田
と よ た

南
みなみ

バイパス ： 愛知県豊田
と よ た

市駒場町
こまばちょう

～豊田
と よ た

市逢妻町
あいづまちょう

 

■名岐
め い ぎ

道路     ： 愛知県一 宮
いちのみや

市丹
たん

陽
よう

町～一 宮
いちのみや

市大毛
お お け

 

 

３．令和 7 年度事業予定内容及び現在の実施状況 

■三遠南信
さんえんなんしん

自動車道【佐久間
さ く ま

道路・三遠
さんえん

道路(延長 27.9km うち愛知県 14.5km)】 

 東栄
とうえい

IC～鳳来峡
ほうらいきょう

IC(延長 7.1km)の改良工事、橋梁工事、舗装工事等を推進。 

                      《 令和 7 年度開通予定 》 

■豊田南バイパス 

 豊田
と よ た

市東新町
とうしんちょう

～逢妻町
あいづまちょう

（延長 3.7km）の改良工事、舗装工事等を推進。 

《 令和 8 年度開通予定 》 

■名岐
め い ぎ

道路【一 宮
いちのみや

～一 宮
いちのみや

木曽川
き そ が わ

 (延長 6.9km)】《 令和 7 年度新規事業化 》 

 調査設計を推進。 

 

 

   

 

  

H30.1 撮影 

三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 

佐久間
さ く ま

道路・三遠
さんえん

道路 8 号橋付近 

至 

浜

松 

R7.2 撮影 

至 

飯

田 

8 号橋 

愛知県

N
三遠南信自動車道

名岐道路

豊田南バイパス

豊田
と よ た

南
みなみ

バイパス 

宮口
みやぐち

地区付近 

至 豊田勘八 IC 

R7.3 撮影 至 豊田 IC 
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４．整備効果 

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■北遠・奥三河地域と下伊那地域の災害等による通行止め状況 

（三遠南信自動車道） 

災害に強い広域防災ネットワークを構築し、災害時も連絡可能な道路を整備！ 
 三遠南信地域は、事前通行規制区間が多く、通行止めを伴う災害が頻発し、 

被災時には広域な迂回が必要。 

 令和 5 年 6 月豪雨では、新城市等の国道等で通行止めが発生し、大幅な迂回が必

要となった。 

 三遠南信自動車道の整備により、「災害に強い国土幹線道路ネットワーク」が構築さ

れる。 

152

152

151

256

257

151

下伊那地域 

奥三河地域 
北遠地域 

新東名高速道路 

東名高速道路 

浜松市役所 

飯田市役所 
いいだ 

飯喬道路 

青
崩
峠
道
路 

いいだか 

あ
お
く
ず
れ
と
う
げ 

水
窪
佐
久
間
道
路 

み
さ
く
ぼ 

さ
く
ま 

E69E19 

令和元年 
11 月 17 日開通 

泰阜村役場

開通済区間が
アクセス道路と

して機能 
下條村役場

R2.7.7～R3.6.7
通行止め 

R2.7.1～R4.2.25 通行止め

E69 

256

151

千代ＩＣ

龍江ＩＣ 

天龍峡ＩＣ 

災害に強い広

域防災ネット

ワークが構築 

E1A 
＜国道 151 号（新城市）＞ 

２ 

三遠南信自動車道 
高速道路 
一般国道 

暫定２車線 
開通 完成２車線 

開通 未開通 

R2.7 豪雨災害による 
通行止め箇所 

主要地方道 
一般県道 

佐
久
間
道
路
・
三
遠
道
路 

＜国道152号 通行不能区間（飯田市）＞

E1 

E19 

＜国道152号（浜松市）＞

静岡県 

愛知県 

三遠南信自動車道 
 開通済区間 
 事業中区間 
 現道改良区間 
高速道路 
一般国道 
通行不能区間 
事前通行規制区間 

下
伊
那
地
域 

北
遠
地
域 

 H22.7 被災箇所 

 H27.3、Ｈ28.5 被災箇所  

 H30.9 被災箇所 

 R2 被災箇所 

 R5 被災箇所 

 R4.9 被災箇所 

 R3.7 被災箇所 

 H22 以降被災発生箇所 

H24.5 法面崩落 

１ 

１ 

さ

く

ま 

さ
ん
え
ん 

【拡大図】 

【拡大図】 

災害に脆弱な道路

（事前通行規制区間）

が多く存在 
三
遠
南
信
自
動
車
道 

R5.6 法面崩壊 

３ 

３
２

東名高速道路 

E69E1A 

E1 

通行止め時は 

大幅な迂回が必要 

通常ルート 
迂回ルート 
令和５年通行止め箇所 
平成 24 年以降に
発生した通行止め 

R5.6 法面崩壊 

東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ 
令和７年度開通予定 
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４．整備効果 

重点：②持続的な経済成長の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  

（豊田南バイパス）自動車産業の生産性向上！ 

 豊田市に立地する自動車メーカーは、完成車約 6000 台分/日の部品を郊外工場から市内

の組立工場に納めており、豊田中心部の渋滞により輸送時間のロスを考慮した輸送計画

（１便あたり往復 110 分）を設定していたが、開通により約 60 分短縮。 

 バイパス整備により、自動車物流が効率化され、自動車産業の生産性の更なる向上が期

待。 

■自動車部品関連の工場の立地状況と主な輸送ルート 

■豊田北・南バイパスの整備による物流効率化（部品工場⇔組立工場） 

所要時間の算定方法 
 区 間 ：部品工場～組立工場 
 整備前：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度にて算出  
 整備後：豊田南・北バイパスは法定速度（60km/h）を用いて算出 
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４．整備効果 

重点：②持続的な経済成長の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（名岐道路）自専道ネットワーク構築により地域産業の発展に寄与！ 

 中部地域は、国際戦略総合特区「アジア No.1 航空宇宙産業クラスター形成特区」に指定

されており、日本の航空宇宙産業の拠点である。 

 名岐道路の整備によって名古屋と岐阜地域を最短で結ぶ自専道ネットワークが構築され、 

速達性や時間信頼性が向上し、航空宇宙産業等の地域経済の発展に寄与 

 また、現道国道２２号は、朝夕ピーク時に慢性的に速度低下が発生しているが、名岐道路

の整備によって渋滞が緩和し、地域交通の円滑化に寄与 

■中部地域の航空宇宙産業と航空機部品の製造の流れ 

■国道２２号の渋滞状況（朝ピーク時） 
 

大型航空機の月生産数 
12 機/月→14 機/月に 

増産予定
※１ 

※１：H31 年 1 月 30 日発表 

アジア No.1 航空宇宙
産業クラスター形成特区
事業所等 

中部国際空港 
米国へ 

海上輸送 

【部品工場】 
航空宇宙関連部品の製造 

名岐道路 
（一宮～一宮木曽川） 

令和 7 年度新規事業化 

E19 

E1 

名
二
環 

C2 

E23 

E1A 

E41 

一般道利用 
高速道路利用 
整備後高速道路利用 

名岐道路整備により、 
最短距離の 

高速道路 NW が構築 

－所要時間－ 

岐阜地域～名古屋港周辺 

【現況】約７９分 

 

【整備後】約６５分 

※航空機体メーカー 部品工場（岐阜）～組立工場（名古屋） 
間の最大所要時間を比較 

出典：【現況】ETC2.0 プローブ情報 
（R6年 10 月平日平均、国道 21号・国道 22号・ 
名古屋高速道路・名古屋第二環状自動車道を通行） 

【整備後】ETC2.0プローブ情報 
（R6年 10 月平日平均、名岐道路は 80km/h として算出、 
国道 21号・国道 22号・名岐道路・名古屋高速道路・ 
名古屋第二環状自動車道を通行） 

0

10

20

30

40

現況 整備後
出典：ETC2.0 プローブ情報（R6 年 10 月平日平均 7 時台上り） 

【現況】一宮中～一宮木曽川 IC 

【整備後】一宮 IC～一宮中（整備済み区間）と同等になると想定 

(km/h) 名岐道路の整備により 

旅行速度が向上 

14 

32 

■国道２２号の旅行速度 
 

名古屋港 
【名古屋第一工場】 
前部胴体組立 

約 14 分 

短縮 

 

至 名古屋 

至 岐阜 

大型航空機の 

部品を輸送する

専用貨物機
※２ 

※２：専用貨物機 
大型航空機の部品を運ぶための飛行機で世界に４機のみ存在 
（うち１機が中部国際空港から離発着） 
大型航空機の 35%は日本で生産されており、最終組み立て工場がある 
アメリカのエバレットまで運ぶ 
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個票－愛４                             【事業主体：国】 

名古屋
な ご や

港ふ頭再編整備事業 

令和７年度当初：１１４．９億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

近年、自動車部品や産業機械などのコンテナ貨物の増加やコンテナ船の大型化の進展

に加え、飛島
とびしま

東側ターミナルの水深 12m 岸壁は供用後 50 年以上が経過し老朽化が進行

しています。また、自動車運搬船の大型化の進展に加え、完成自動車取扱施設の分散に

よる非効率な荷役が生じていることから、これらに対応した港湾機能の強化が必要とな

っています。 

このため、飛島
とびしま

ふ頭地区においてコンテナ貨物の取扱拠点の整備を、金 城
きんじょう

ふ頭地区

において完成自動車の輸出拠点の整備を行います。 

 

 

２．事業箇所 

愛知県名古屋
な ご や

市、飛島
とびしま

村 

 

 

３．令和７年度事業予定内容及び現在の実施状況 

引き続き、飛島
とびしま

ふ頭地区において岸壁の増深改良及び耐震強化岸壁等の整備を、

金 城
きんじょう

ふ頭地区においてふ頭用地と連携した整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

飛島
とびしま

ふ頭地区 

岸壁(水深 12m)(耐震) 

金 城
きんじょう

ふ頭地区 

泊地(水深 12m) 

航路泊地(水深 12m) 

航路･泊地(水深 15m) 

泊地(水深 15m) 

航路･泊地(水深 14m) 

航路(水深 14m) 

【位置図】

名古屋港 

岸壁(水深 15m)(改良)(耐震) 
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４．整備効果                

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

＜被災時における社会・経済活動の維持＞ 

耐震強化岸壁の整備により、被災時においても海上輸送が可能となり、背後企業 

の事業継続、物流機能が確保できます。 

 

 

重点：③地方創生 2.0 に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり 

 

＜コンテナ船の大型化への対応＞ 

コンテナ船の大型化が進んでおり、岸壁の水深不足による非効率な輸送が発生してい

ることから水深 15ｍへ増深することにより、一度に輸送できる貨物量が増加することで

輸送コストの低減を図り、物流効率化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜モータープールの集約＞ 

自動車運搬船の大型化が進んでおり、岸壁の水深不足による非効率な輸送やモーター

プール等の不足・分散による横持ちが発生していることから、ふ頭の再編・集約化によ

り、物流効率化を推進します。 

 

    
 

 

 

 

 

【現状】 【整備後】 

再編・ 

集約化 

【現状】 【整備後】 

水深 12m 
水深 15m 

大型化 
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個票－愛５                      【事業主体：国】 

衣
きぬ

浦
うら

港武豊北
たけとよきた

ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業 

令和７年度当初：２．１億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

衣
きぬ

浦
うら

港の背後圏は、石炭や重油等の燃料や、木材チップや珪砂、とうもろこし等、各

種製品の原料輸入が盛んであり、臨海部に立地している自動車部品、鉄鋼、食品等の製

造業の生産活動を支えています。近年取扱貨物量が増加しており、船舶大型化への対応

が必要となっています。 

このため、武
たけ

豊北
とよきた

ふ頭地区において国際物流ターミナル整備を行います。 

 

 

２．事業箇所 

愛知県武豊
たけとよ

町 

 

 

３．令和７年度事業予定内容及び現在の実施状況 

引き続き、航路の整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【位置図】 

衣浦港 

航路泊地(水深 12m) 

ふ頭用地 

岸壁(水深 12m) 

航路(水深 12m) 

武
たけ

豊北
とよきた

ふ頭
ふ と う

地区 

外港
がいこう

地区 
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４．整備効果   

重点：③地方創生 2.0 に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり 

 

＜バルク貨物輸送距離短縮による効率化＞ 

新たな岸壁の整備により、衣浦港における取扱貨物量の増加への対応が可能となると

ともに、陸上輸送および海上輸送の輸送距離の短縮が図られ、効率的な輸送体系の形成

が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜航路の拡幅による海上輸送の効率化＞ 

中央航路の現況幅員は大型船の行き会いに対応していないため、中央航路の拡幅を行う

ことで大型船の行き会いが可能となり、海上輸送の効率化が図られます。 

 

 

 

【現状】 【整備後】 

【現状】 【整備後】 
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個票－愛６                      【事業主体：国】 

名古屋
な ご や

第４地方合同庁舎整備等事業（PFI手法による庁舎整備） 

令和７年度当初：３７億円 

１．事業の必要性及び概要 

所要の耐震性能を満たしていない庁舎の耐震化や老朽

化への対応を図るため、既存庁舎を集約し、大規模災害時

に地域の防災拠点となる名古屋
な ご や

第４地方合同庁舎の整備

を推進します。 
 

２．事業箇所 

愛知県名古屋市 
 

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況 

令和７年度の完成を目指し、令和７年度は新庁舎整備に係る建設業務を実施する予定で

す。（令和４年１月事業契約締結） 
 

 

※画像は事業者の提案イメージであり、実際とは異なる場合があります。 
  

 

■ 敷 地 

名古屋市中区三の丸２丁目６－２  敷地面積  ６,５８２㎡ 

■ 規 模 

延べ面積 ２５,７０３㎡ 

■ 事業方式 

PFI 手法 （BTO（Build-Transfer-Operate）方式） 

■ 完成予定 

令和８年３月 

 

名古屋
な ご や

第４地方合同庁舎 
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４．整備効果 

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

＜防災拠点となる官庁施設の防災機能強化等＞ 

 名古屋市三の丸地区に所在する中部経済産業総合庁舎及び名古屋農林総合庁舎は、いず
れも老朽化による不具合が生じており、また、災害応急対策活動の拠点施設として十分な
耐震性能を有していません。 

本事業では、旧名古屋郵便貯金センター跡地に名古屋第４地方合同庁舎を整備すること
で、東海農政局、中部経済産業局、中部地方整備局（港湾空港関係）等、災害対策の指揮
及び情報伝達等、災害応急対策活動を行う官署を集約し、上記の問題を解消するとともに、
防災拠点機能をより強化し、大規模災害時の地域の防災拠点として災害に強い地域づくり
に貢献します。 

なお、新庁舎の整備によって、名古屋市が推進する「世界の金シャチ横丁（仮称）基本
構想」エリア内にある東海農政局の早期移転を可能にし、まちづくりに寄与します。 
 

 

    
 

名古屋第４地方合同庁舎

名古屋市役所

愛知県庁

東海農政局

（名古屋農林総合庁舎

１・２号館、他）

世界の金シャチ横丁(仮称)基本構想【名古屋市】

（横丁等、本町通のにぎわいづくり）

中部経済産業局

中部近畿産業保安監督部

中部地方環境事務所

（中部経済産業総合庁舎、他）

中部地方整備局

港湾空港関係

（中部地方整備局

丸の内庁舎）

N
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雲出川河川改修事業

雲出川須ヶ瀬・其村地区堤防整備事業 他

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

三重県津市・松阪市

三重県
個票－三１

くもずがわ

津市・松阪市の市街地を流れる雲出川水系では、平成２６年８月洪水等におい

て、度々浸水被害が発生していることから、「流域治水」の本格的な実践に向け

て、令和５年３月に中村川・波瀬川等を特定都市河川に指定しました。

す が ぜ そのむら

つ

令和６年６月には、「雲出川水系中村川・波瀬川・赤川

流域水害対策計画」を策定し、早期に治水安全度を向

上するため、流域のあらゆる関係者と目標や実施時期

を共有しながら、河川整備を計画的・集中的に実施して

います。

まつさか

位置図

三重県津市須ヶ瀬地先

三重県松阪市嬉野中川町地先

令和７年度当初：１０．１億円

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

引き続き、築堤護岸、河道掘削 等を実施。

雲出川

赤川

波瀬川

其村

須ヶ瀬

牧

津市

松阪市

東
名
阪
自
動
車
道

中村川

国
道
23
号

＜雲出川須ヶ瀬・其村地区堤防整備事業＞
築堤護岸 等

小戸木

＜中村川嬉野中川地区河道掘削事業＞
河道掘削・侵食対策（低水護岸工） 等

＜雲出川須ヶ瀬地区河道掘削事業＞
河道掘削 等

すがぜ

うれしのなかがわちょう

なかむらがわ はぜがわ

あかがわ
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４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

雲出川水系では、「流域治水」の本格的な実践に向けて、令和５年３月３１日に一級河川雲出

川水系中村川・波瀬川等の計８河川を特定都市河川に指定し、令和６年８月には「雲出川水

系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策計画」を策定しました。

特定都市河川流域では、河道掘削・遊水地等のハード整備の加速化に加え、流域における貯

留・浸透機能の向上、水害リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり等の浸水被害対策を流域

のあらゆる関係者と目標や実施時期を共有しながら、計画的・集中的に進めていきます。

「雲出川水系中村川・波瀬川・赤川 流域水害対策計画」に位置付けられたハード整備を実施

することで、戦後第１位となる流量を記録した昭和57年8月洪水と同等の降雨が発生した場合
の浸水面積は、約1,010haから約350haまで縮小し、浸水戸数（世帯）は、約2,550世帯から
約310世帯に低減するものと推定しています。

※１ 本浸水想定は、特定都市河川の中村川・波瀬川・赤川の洪水または雨水出水による浸水が想定される区域を示し
たものであり雲出川からの越水は考慮していない。

※２ 流域水害対策計画に基づく河川整備（国・三重県）、下水道整備（津市、松阪市）等

【都市浸水想定図】※１ 【ハード整備※４実施後の浸水想定区域図】※2

波瀬川

赤川
中村川

H21.10洪水 浸水状況

雲出川

河道掘削
（国）

堤防整備
（国）

堤防整備
（国）

河川整備
（県）

河川整備の加速化 氾濫域における対策（例）

開発等に伴う雨水流出増に対する流出抑制対策の義務付け
（雨水浸透阻害行為の許可）

水田貯留（田んぼダム）の実施

基準水位：

都市浸水想定の水
深に係る水位

ピロティ構造の事例

浸水被害防止区域の指定 貯留機能保全区域の指定
盛土等を行う場合

事前届出義務が生じる

洪水・雨水の貯留機能を
有する土地のイメージ

集水域における対策（例）

実施前 実施後

遊水地整備
（国）

浸水面積：約1,010ha
浸水戸数：約2,550世帯

浸水面積：約350ha
浸水戸数：約310世帯

雲出川水系における流域治水の加速化・深化
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湾岸揖斐川橋
湾岸木曽川橋伊勢湾岸自動車道

木曽川大橋揖斐長良川大橋

国道１号

岐阜県

三重県

愛知県

三重県

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

弥富市

木曽岬町

桑名市 桑名市長島町

木曽川下流河川改修事業
木曽三川河口部耐震対策事業 他

令和７年度当初：２１．６億円
（岐阜県分：３．１億円、愛知県分：１．２億円、三重県分：１７．２億円）

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

三重県桑名郡木曽岬町

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

耐震対策（地盤改良）等 を実施。

個票－三２

き そ が わ

木曽三川河口部に広がる濃尾平野は、我が国最大の海抜ゼロメートル地帯と

なっており、地震により堤防が被災し、津波や高潮により決壊すれば、長期間湛

水したままの状況が続くなど、甚大な被害が予想されます。

そのため、木曽三川河口部では、流域一体で浸水被害を軽減するため、沿川市町

による「被害対象を減らす取組」と合わせ、地震による河川堤防の沈下を抑制する対

策を実施しています。

三重県桑名郡木曽岬町

雁ヶ地地先

くわなぐん きそさきちょ う

かんがじ

液状化層

川 側
（川表）

住居側
（川裏）

地盤改良

天端盛土

標 準 断 面 図

＜木曽三川河口部耐震対策事業＞
耐震対策（地盤改良）
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４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

木曽三川河口部に広がる濃尾平野は、我が国最大の海抜ゼロメートル地帯であり、地震

により堤防が被災し、津波や高潮により決壊すれば、甚大な被害が予想されるため、地震

による河川堤防の沈下を抑制等する対策を実施しています。

これまでに、考えられる最大級の地震により堤防の沈下等が生じた状態で、津波※1によ

る浸水被害を防ぐ対策については令和4年1月に完了しており、さらなる安全度の向上の
ため、近年の平均年最大規模相当の高潮※2での浸水被害を防ぐ対策を進めています。

また、沿川市町による「被害対象を減らす取組」などと合わせ、流域一体で浸水被害を軽

減させる取組を推進しています。

※１）津波水位：数十年から百数十年に一度程度の頻度で到達すると想定される津波による水位
※２）近年の平均年最大規模相当の高潮：木曽川水系河川整備計画の目標としている高潮。
木曽三川河口部は、伊勢湾内湾に位置しており、津波が減衰することから、想定される津波水位よりも、近年の平均年最大規模相当の高潮が高くなると想定。

＜耐震対策（地盤改良）の実施状況＞

桑名郡木曽岬町雁ヶ地地区（令和6年3月撮影）桑名市長島町鎌ケ地地区（令和2年3月撮影）

＜耐震対策（天端盛土）の実施状況＞

災害拠点となる消防本部の
高台移転を含めた消防庁舎等再編
整備を行い、より強固な防災体制を
確立

沿川の桑名市では、「被害対象を減らす取組」として、洪水時の浸水想定や南海トラフ地震

における津波被害想定及び高潮時の浸水想定を踏まえた「消防本部の高台移転」や「小・

中学校の高台移転」などを実施し、災害に強いまちづくりを推進しています。

多度学園
標高41.1ｍ

多度青葉小
標高21.2ｍ

多度東小
標高2.2ｍ

多度北小
標高3.4ｍ

多度中小
標高20.7ｍ

小学校・中学校の高台移転（多度地区小中一貫校整備）

標高86.7ｍ

標高1.0ｍ

津波避難誘導デッキ完成

消防本部の高台移転（消防庁舎等再編整備）など

木曽三川河口部における流域治水の加速化・深化

※令和4年度第2回木曽川水系流域治水協議会 流域治水対策の代表事例より抜粋

かまがんじ か ん が じ
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個票－三３                     【事業主体：国】 

国道475号 東海
と う か い

環状
かんじょう

自動車道 

国道42号 熊野
く ま の

道路、紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路 
令和７年度当初【東海環状自動車道】：３３０．２億円  

 〔三重県分：１０９．７億円〕 
【熊野道路、紀宝熊野道路】： ７３．４億円  

１．事業の必要性及び概要 

 東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道は、地域活性化・地域開発の支援を目的とした 中 京
ちゅうきょう

圏の環状道

路を形成する延長約 153km の高規格道路です。 

 熊野
く ま の

道路・紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路は、近畿
き ん き

自動車道紀勢
き せ い

線の一部となって、高規格道路のミ

ッシングリンク解消及び直轄国道とのダブルネットワーク化による道路ネットワー

ク機能強化を目的に計画された一般国道の自動車専用道路です。 
 

２．事業箇所 

■東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道    ：愛知県豊田
と よ た

市～三重県四日市
よっかいち

市 

■熊野
く ま の

道路、紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路：三重県熊野
く ま の

市大 泊
おおどまり

町
ちょう

 

～南牟婁
みなみむろぐん

郡紀宝
き ほ う

町
ちょう

神 内
こうのうち

 
 

３．令和 7 年度事業予定内容及び現在の実施状況 

■東海
とうかい

環 状
かんじょう

自動車道 

【養老
ようろう

～北勢
ほくせい

(延長 18.0km うち三重県 9.0km)】 

 養老
ようろう

IC～いなべ IC (延長 18.0km)の改良工事、橋梁工事等を推進。 

 

■熊野
く ま の

道路、紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路 

 熊野
く ま の

市大 泊
おおどまり

町
ちょう

～熊野
く ま の

市久生屋
く し や

町
ちょう

(延長 6.7km)の改良工事、橋梁工事、トンネル

工事等を推進。 

 熊野
く ま の

市久生屋
く し や

町
ちょう

～紀宝
き ほ う

IC (延長 15.6km)の用地買収等を推進。 

  

東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 

いなべＩＣ付近 

 

熊野
く ま の

道路 

熊野
く ま の

大泊
おおどまり

IC 付近

R5.2 撮影 

至 大安 IC 

至 養老 IC 

R7.2 撮影 R7.2 撮影 

至 新宮市 

至 松阪市 

 いなべ IC

三重県

東海環状自動車道

熊野道路、紀宝熊野道路
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４．整備効果 

○重点：①国民の安全・安心の確保 

 
 
■津波による国道４２号の浸水想定箇所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■津波浸水時のイメージ 

 

■紀勢自動車道での緊急避難施設設置例（尾鷲市） 

 尾鷲北 IC 付近（R6.7.10 撮影） 

 

 
 

高速道路ネットワークの形成により、災害に強い道路機能を確保！！ 

 東紀州
ひがしきしゅう

地域の国道４２号は、南海トラフ巨大地震等の大規模地震時の津波浸水想定 

区域を通過 

 国道４２号熊野
く ま の

道路・紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路は、津波浸水想定区域を避けるとともに十分な高

さを確保した計画路線であり、大規模災害時における緊急輸送道路や一時的な避難

場所として活用するため緊急避難施設を設置し、地域の避難活動を支援 

至 新宮 至 新宮 

※出典：三重県津波浸水予測図 （平成２５年度地震被害想定調査）

熊野市 

御浜町 

紀宝町 

熊野大泊ＩＣ

熊野ＩＣ(仮称)

御浜ＩＣ(仮称)

紀宝ＩＣ

熊野市役所 熊野道路 

紀宝熊野道路 

東紀州（紀南）広域防災拠点 

御浜町役場

紀宝町役場 

津波浸水想定区域を回避 

：津波による浸水想定箇所 
：津波浸水想定区域 ：整備前の緊急輸送道路 

：整備後に想定される緊急輸送道路 
：市役所および町役場

整備前は、 
緊急輸送道路が 
津波浸水想定 
区域を通過 

唯一の幹線道路である国

道 42 号が津波浸水する

と、地域として孤立の危機 

東紀州（紀南）広域防災拠点 

御浜町役場

御浜ＩＣ(仮称)

最大浸水深(m)

平成 23 年度三重県 
津波浸水予測範囲 

津波に対して 
十分な高さを確保 写真

42 

311 
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個票－三４                             【事業主体：国】 

四日市
よっかいち

港霞ヶ浦
かすみがうら

地区国際物流ターミナル整備事業 

令和７年度当初：１５．９億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

近年、東南アジア航路のコンテナ貨物の増加やコンテナ船の大型化の進展により、水

深 14m 岸壁を有する北ふ頭の利用が増加しています。また、背後の自動車企業等におい

て完成自動車の取扱が増加する見込みです。 

今後、大型船の着岸可能な岸壁の不足が見込まれることから、これらに対応した港湾

機能の強化が必要となっています。 

このため、霞ヶ浦
かすみがうら

地区において国際物流ターミナルの整備を行います。 

 

 

２．事業箇所 

三重県四日市
よっかいち

市 

 

 

３．令和７年度事業予定内容及び現在の実施状況 

引き続き、耐震強化岸壁等の整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

北ふ頭 

南ふ頭 

W27 
(-12m) 

W80 
(-14m) 

ふ頭用地 

荷役機械 

臨港道路 

岸壁(水深 14m)(耐震) 

完
成
自
動
車 

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
等
貨
物 

W26 
(-12m) 

W25 
(-12m) 

W24 
(-12m) 

W23 
(-12m) 

W22 
(-14m) 

【現状】 

【整備後】 

霞ヶ浦
かすみがうら

地区 

【位置図】 

四日市港 

コ
ン
テ
ナ 

泊地(水深 14m) 

W81 
(-14m) 

コンテナ機能の集約化 
モータープール拡張 
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４．整備効果 

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

＜被災時における社会・経済活動の維持＞ 

耐震強化岸壁の整備により、被災時においても海上輸送が可能となり、背後企業 

の事業継続、物流機能が確保できます。 

 

重点：③地方創生 2.0 に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり 

 

＜コンテナ等輸送距離短縮による効率化＞ 

新たな岸壁の整備により、大型化が進展しているコンテナ船の着岸が可能となり、

四日市
よっかいち

港における取扱貨物量の増加が見込まれ、他港への非効率な陸上輸送が解消され

ます。また、コンテナ貨物の輸出入や完成自動車の輸移出のための陸上輸送距離が短縮

されることで、効率的な輸送体系の形成が可能となります。 

 

●輸送の効率化イメージ（コンテナ、完成自動車） 

     
 

 

＜ターミナルの効率化＞ 

霞ヶ浦
かすみがうら

地区の北ふ頭にコンテナ機能が集約化されることで、荷捌き地等の不足・  

 分散による横持ちが解消され、効率的な荷役が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現状】 【整備後】 

【現状】 【整備後】 

【現状】 【整備後】 
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個票－三５                             【事業主体：国】 

四日市
よっかいち

港海岸直轄海岸保全施設整備事業 

令和７年度当初：５．７億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

四日市港海岸の石原
いしはら

地区、塩浜
しおはま

地区の既存海岸保全施設は、施設直下に液状化層が

存在するなど、大規模地震発生時には液状化等により海岸保全施設に変位が生じて防

護機能が損なわれ、津波や高潮による甚大な浸水被害の発生が懸念されています。 

このため、背後地域の貴重な生命・財産を守るべく、石原
いしはら

地区、塩浜
しおはま

地区において

海岸保全施設の耐震対策等を行います。 

 

 

２．事業箇所 

三重県四日市
よっかいち

市  

 

 

３．令和７年度事業予定内容及び現在の実施状況 

引き続き、海岸保全施設の耐震対策等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石原
いしはら

地区 

塩浜
しおはま

地区 

【位置図】 

四日市港 

護岸(改良) 

護岸(改良) 
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４．整備効果            

重点：①国民の安全・安心の確保 

 

＜浸水リスクの低減により、背後地域が活性化＞ 

海岸保全施設の耐震対策等を図ることで液状化による沈下を防いで計画天端高さを確

保し、津波（L1 津波）・高潮（伊勢湾台風クラス）による浸水を防護し、背後地域にお

ける住民の安全・安心を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本整備により、住宅地ならびに中部圏のエネルギー生産・供給や地域の最先端産業を支

える事業所等が多数立地する四日市臨海部の大規模災害発生時における「地域住民の生

命・財産の防護」及び「企業活動の維持」が見込まれます。 

 

 

 

【現状】 【整備後】 
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竜神大橋（建設中）

天
竜
川

高森町

豊丘村

天竜川
山吹地区MIZBE
ステーション

＜天竜川山吹地区MIZBEステーション整備事業＞
表面整備 （舗装） 等

天竜川上流河川改修事業

天竜川山吹地区MIZBEステーション整備事業 他

令和７年度当初 ：６．１億円

【事業主体：国】

３．令和７年度実施予定内容及び現在の実施状況

MIZBEステーション表面整備（舗装等）を推進。

長野県
個票－長１

てんりゅうがわ

２．事業箇所

長野県下伊那郡高森町
しもいな たかもりまち

長野県下伊那郡

高森町山吹地先

位置図

１．事業の必要性及び概要

天竜川では、国道153号沿いに商業施設や福祉施設が分布している高森町山吹
地区において、堤防整備と合わせて、洪水による緊急復旧活動や水防活動を迅速

に行うための拠点となる「天竜川山吹地区MIZBEステーション」を整備しています。
また、高森消防署の高台移転と一体的に整備し、地域防災力の強化を図ります。

たかもりまち

やまぶき

平常時は、高森町において整備するレクリエーションス

ペース等により、地域活性化や賑わいの創出が期待され

ます。

大型
商業施設

福祉施設高森消防署
移転予定地JR下平駅

ミ ズ ベ
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４．整備効果

天竜川上流域は、狭窄部と拡幅部が連続する急流河川で、中央構造線等多くの断層が縦断して

おり、崩壊しやすい地質と急峻な地形により大量の土砂が流出する特性があり、洪水時には河岸

侵食などの危険性が高い区間です。そのため、災害時に緊急復旧活動や水防活動を迅速に行う

ための拠点となる「天竜川山吹地区MIZBEステーション」を高森町と連携して整備します。

平成18年7月豪雨河岸浸食状況 平成18年7月豪雨応急復旧状況

天竜川
天竜川

S58年台風10号災害浸水状況（飯田市松尾地区）

重点：①国民の安全・安心の確保

山吹MIZBEステーション（周辺）計画平面図 高森消防署
移転予定地

山吹MIZBE
ステーション

MIZBEステーションの整備と高森消防署の高台移転を一体的に実施し、地域防災力の向上を図

るとともに、平時は、高森町による上面等の活用により、地域活性化・賑わいの創出を図ります。

防災学習（平時利用案） カヌー（平時利用案）

【連携先の事業主体】：高森町
＜案＞
川を学ぶ拠点 ：展示物、発電設備、水防センター等
川と遊ぶ拠点 ：親水広場、カヌー・ラフティング等
外から人を呼ぶ拠点：キャンプ場、ビアガーデン等
川と町を結ぶ拠点 ：歩道整備、桜並木の整備 等
健康づくりの拠点 ：ウォーキングコース、芝生広場等

天竜川上流部における治水機能増強検討調査

美和ダム

令和６年７月に天竜川水系河川整備計画を変更しました。

増量した目標流量に対する洪水調節機能の強化については、

既設美和ダムや小渋ダム等を最大限活用した事前放流や操

作方法の見直し、治水・利水の貯水容量の再編等について

調査・検討を行います。

また、さらに洪水調節機能の増強が必要な場合には、既設ダ

ムの放流能力の増強・堤体の嵩上げ、新設ダム等に関する

調査・検討を行います。

これらの調査・検討するための「治水機能増強検討調査」に

新規着手します。

小渋ダム

新豊根ダム 佐久間ダム

美和ダム

鹿島

天竜峡

天竜川流域

松川ダム

片桐ダム

高遠ダム

横川ダム

箕輪ダム

泰阜ダム

平岡ダム
岩倉ダム

水窪ダム

秋葉ダム

船明ダム

佐久間

伊那

（高水）

宮ケ瀬
（低水）

主要な地点

（高水・低水）

釜口水門

上流部

中流部

下流部

釜口水門

小渋ダム

調査対象範囲
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地蔵沢

中山道

じ ぞうさわ

地蔵沢第１砂防堰堤

土砂災害警戒区域

国道256号

あららぎ がわ

蘭川

つま ご じゅく

妻籠宿

宅老所喜楽庵
（避難所）

木曽川水系直轄砂防事業（地蔵沢第１砂防堰堤）

【事業主体：国】

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和７年度実施予定内容

個票－長２
きそがわ じぞうさわ

長野県木曽郡南木曽町
き そ

本体工事に向けた工事用道路の整備を実施。

当該渓流の保全対象には、重要伝統的建造物群保存地区

で中山道の木曽11宿のひとつである妻籠宿が含まれていま

す。

土石流が生じた場合、避難所を含め多くの人家や地域の重

要な産業基盤でもある観光資源等に甚大な被害が及ぶ可能

性が高く、下流木曽川本川への土砂流出により、土砂・洪水

氾濫のおそれも高いことから、砂防施設の整備を早急に行う

必要があり、地蔵沢第１砂防堰堤の整備に着手します。

【保全対象】
保全人家：50戸、国道256号、
公共施設（妻籠宿）

中流域の渓流状況

妻籠宿 （観光資源）

令和７年度当初：２７．６億円
（岐阜県分：１１．４億円、長野県分：１６．２億円）

施工箇所（完成イメージ）

地蔵沢第１砂防堰堤

位置図

木曽川水系
直轄砂防事業

長野県
木曽郡南木曽町

19

256

岐阜県
中津川市

JR中央本線

中
山
道

馬籠峠

蘭川

木曽川

北

な ぎ そ ま ち
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４．整備効果

重点：①国民の安全・安心の確保

■想定される被害

・木曽川上流部は、急峻な地形で、季節による気温較差が大きく、風化によりもろく崩れ
やすい花崗岩を基盤岩としていること等から、崩壊地が広く分布しています。

・河床にも、崩落した土砂が厚く堆積しており、また、渓床勾配が急なため、洪水時には
木曽川本川へ多量の土砂を流出させる危険性が高い状況にあります。

・そのため、毎年のように土砂災害が発生し、河道の土砂堆砂による土砂・洪水氾濫被
害や、土石流災害による人的、財産被害の発生が想定されます。

■災害発生時の影響 （令和５年度事業評価説明資料より）

■事業効果

砂防施設の整備によって直轄砂防流域の重要施設（主要公共施設等、要配慮者利
用施設等、避難所、重要交通網）に対する土砂・洪水氾濫被害、土石流被害を軽減し
ます。

近年の災害等の状況

木曽川直轄砂防流域の木曽郡南木曽町では、
平成26年７月、台風８号接近に伴う豪雨によ
り大規模な土石流が発生。

氾濫により死者1名、負傷者3名、家屋全壊10
戸のほか、土砂流出により国道19号やJR中央
本線が不通となる被害が発生しました（梨子
沢土石流災害）。

国道19号

南木曽小学校

読書保育園

木曽川→

JR中央本線

南木曽町役場

な ぎ そ ま ち

南木曽町周辺の氾濫範囲と重要交通網・避難所の保全状況

篠崎医院

読書保育園

与川

残流域

蘭川

残流

池口医院

山口幼稚園

宅老所喜楽庵

シルバー工房
生きがいセンター

蘭川流域
落合川

残流域

与川流域

山口小学校

南木曽町役場

読書発電所

賤母発電所

山口水力発電所
地蔵沢第１砂防堰堤
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個票－長３                     【事業主体：国】 

国道474号 三遠南信
さ ん え ん な ん し ん

自動車道 

令和７年度当初【三遠南信自動車道】：１３２．５億円   

  〔長野県分：  ６３．０億円〕  

 

１．事業の必要性及び概要 

 三遠南信
さんえんなんしん

自動車道は、中央
ちゅうおう

道
どう

、新東名
しんとうめい

と連絡し広域ネットワークを 

構築し、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性

化の支援を目的に計画された延長約 100km の高規格道路です。 

 

 

２．事業箇所 

■三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 ： 長野県飯田
い い だ

市～静岡県浜松
はままつ

市 

 

 

３．令和 7 年度事業予定内容及び現在の実施状況 

■三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 

【飯喬
いいだか

道路(延長 22.1km)】 

 飯田
い い だ

上久堅
かみひさかた

・喬木
た か ぎ

富田
と み だ

IC～喬木
た か ぎ

IC(延長 7.5km)の改良工事、橋梁工事、トンネル工

事等を推進。 

【青崩峠
あおくずれとうげ

道路(延長 5.9km うち長野県 3.3km)】 

 小嵐
こおろし

IC(仮称)～水窪
みさくぼ

北
きた

IC(仮称)(延長 5.9km）の改良工事、トンネル設備工事等を

推進。 

 

 

 

三
さ ん

遠南信
えんなんしん

自動車道 

飯
いい

喬
だか

道路 ６号橋付近 

長野県 

三遠南信自動車道

三
さん

遠南信
えんなんしん

自動車道 

青 崩 峠
あおくずれとうげ

道路 本坑 

至 喬木 IC 

至 飯田上久堅 

・喬木富田 IC 

至 喬木 IC R7.2 撮影 

至 飯田上久堅 

・喬木 IC 

6 号橋 

R7.2 撮影 R6.12 撮影 

至 飯田 

至 浜松 

三
さ ん

遠南信
えんなんしん

自動車道 

飯
いい

喬
だか

道路 富田
と み だ

地区付近 
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４．整備効果 

重点：➂地方創生 2.0 に資する個性をいかした地域づくりと分散型国づくり  
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整備前 整備後 

■第三次救急医療施設 60 分カバー圏域の拡大 

（三遠南信自動車道） 

搬送時間短縮による救急医療活動の支援 
 三遠南信自動車道沿線には、第三次救急医療施設である飯田市民病院等が存在。 

 三遠南信自動車道の整備の進捗により、第三次救急医療施設の６０分カバー圏域が拡大。 

 長野県の上村
かみむら

地区から飯田市立病院への所要時間は７分短縮され、更なる救命率の向上

が期待。 

■佐久間道路・三遠道路開通による走行性・安全性の向上 

＜開通前＞ 

狭あいな箇所を 

通過せざるを得ず、 

すれ違いが困難 

＜開通後＞ 

走行性がよくなり、 

搬送時間短縮 

患者への負担軽減 

■飯
いい

喬
だか

道路開通による飯田市立病院への 

所要時間の変化 
＜第三次救急医療施設＞ 

飯田市立病院 

＜第三次救急医療施設＞ 

聖隷三方原病院 

整備前ルート：矢筈トンネル～上飯田線～市道～下条米川飯田線～伊那生田飯田

線～国道１５３号～市道 
整備後ルート：矢筈トンネル～飯喬道路～国道２５６号 ～国道１５１号～国道１５３号 
         ～市道 

＜上村地区から飯田市立病院の所要時間＞ 

出典：（現況）ETC2.0 プローブデータ 

R4.10 平日平均 

（整備前）三遠南信自動車道が全線未整備 

として算出 

（整備後）事業中区間は設計速度にて算出 

出典：ETC2.0 プローブデータ 

    整備前：R1.10 平日平均 整備後：R4.10 平日平均 
          （事業中区間は設計速度にて算出） 

 

三遠南信自動車道 

の整備により、 

第三次救急医療施設 

60 分カバー圏域が拡大 ７分短縮 

所
要
時
間(

分) 

東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ 
令和７年度開通予定 

愛知県 

岐阜県 
長野県

静岡県
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３－３．施策事例（個 票） 

個票－施１                      【事業主体：国】 

官民連携による渋滞対策の推進 
 

１．概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．主な事業箇所・事業内容 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 飛島 JCT（仮称） 国道２１号河間
が ま

交差点（岐阜県 大垣市） 

<< 左折専用レーン延伸を予定 >> 

【渋滞対策の流れ】 各県単位で、道路管理者、警察等か

ら構成される渋滞対策協議会におい

て、効果的な対策を検討・実施してい

ます。 
この渋滞対策協議会とトラックや

バス等の利用者団体との連携を強化

し、利用者目線で対策箇所を特定した

上で、速効性のある渋滞対策を実施し

ます。 

国道１３９号小泉
こいずみ

若宮
わかみや

交差点（静岡県 富士宮市） 

<< 左折専用レーン新設を予定 >> 

国道１号昭和
しょうわ

橋
はし

東
ひがし

交差点（愛知県 名古屋市） 

<< 交差点のコンパクト化及び 

右折専用レーン延伸を予定 >> 
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４．県別の整備箇所事例一覧

【岐阜県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

庄内川
しょうないがわ

河川改修事業（多治見
た じ み

市　月見
つ き み

地区　土岐川
と き が わ

月見地区河道掘削事業） 国 2.0億円

木曽川
き そ が わ

下流河川改修事業（海津
か い づ

市　油島
あぶらじま

地区　長良川
ながらがわ

背割堤
せわりてい

（上
じょう

）・福原
ふくわら

地区しゅんせつ事業） 国 3.1億円

木曽川
き そがわ

上流河川改修事業

　（大垣
おおがき

市　横曽根
よ こ ぞ ね

地区　牧田川
まきたがわ

左岸堤及び新旧水門
すいもん

川
がわ

排水機場改修事業（特定構造物改築）　他）

国 28.9億円

木曽川
き そ が わ

総合水系環境整備事業（大垣市
おおが き し

　万石
まんごく

地区
ち く

 自然再生　他） 国 2.5億円

庄内川
しょうないがわ

総合水系環境整備事業（多治見
た じ み

市　豊岡
とよ おか

地区
　

上流部地区 水辺整備） 国 0.3億円

新丸山
しんまるやま

ダム建設事業 国 161.6億円

木曽川
き そ が わ

水系直轄砂防事業（中津川
なかつがわ

市　和田
わ だ

沢
さわ

砂防堰堤　他） 国 11.4億円

庄内川
しょうないがわ

水系直轄砂防事業（多治見
た じ み

市　寺下
てらした

第３砂防堰堤改築　他） 国 5.4億円

越美
え つ み

山系直轄砂防事業（揖斐川
い び が わ

町　三倉
み く ら

大谷
おおたに

第
だい

１砂防堰堤　他） 国 17.1億円

大谷川
おおたにがわ

大規模特定河川事業（大垣
おおがき

市　JR橋梁移設　他） 県 3.0億円

内
うちがたに

ケ谷ダム建設事業 県 16.1億円

樫栃ヶ洞谷
かしとちがほらたに

事業間連携砂防等事業（加茂
か も

郡
ぐん

七宗
ひちそう

町
ちょう

　砂防堰堤工　他） 県 0.3億円

河川・ダム・砂防　メンテナンス事業 県 2.1億円

国道４７５号　東海環状
とうかいかんじょう

自動車道 国 220.6億円
本巣IC～大野神戸IC
R7年夏頃開通予定

国道１５８号　中部縦貫
ちゅうぶじゅうかん

自動車道 国 36.9億円

国道  １９号　瑞浪恵那
み ず な み え な

道路（瑞浪
みずなみ

～恵那武並
え な た け な み

）・（恵那
え な

工区） 国 37.4億円

国道  ２１号　岐大
ぎ だ い

バイパス 国 24.8億円

国道  ４１号　上麻生
かみあそう

防災 国 5.1億円

国道　４１号　門原
かどはら

防災 国 19.4億円

国道  ４１号　石浦
いしうら

バイパス 国 1.0億円

国道１５６号　岐阜東
ぎふひがし

バイパス 国 27.2億円

国道１５６号　郡上大橋
ぐじょうおおはし

架替 国 4.1億円

国道２４６号　堀越
ほりこし

峠
とうげ

道路 国 1.0億円

国道　１９号　交通安全対策（上山町
かみやまちょう

交差点改良） 国 0.2億円 R7年度新規事業化

国道　２１号　交通安全対策（八
や

島
しま

町
ちょう

交差点改良） 国 0.98億円 R7年度新規事業化

国道　４１号　交通安全対策（宮田
み や だ

歩道整備） 国 1.38億円

国道１５６号　交通安全対策（大島
おおしま

歩道整備） 国 3.3億円

国道２５８号　大垣
おおがき

電線共同溝 国 4.0億円

公園
関係

国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園（国営公園整備事業）

〔木曽
き そ

三川
さんせん

公園センター 他〕

国 2.6億円

久田
く た

見
み

浄水場ろ過施設更新事業（八百津
や お つ

町
ちょう

　高度浄水施設等整備事業） 市 0.9億円

中之江川第11、12排水区 大規模雨水処理施設整備事業
なかのえがわ

（大垣
おおがき

市　雨水ポンプ場建設　他） 市 0.8億円

河川
関係

上下
水道
関係

道路
関係

※過年度に、中日本高速道路（株）に委託した工事の支払を含む

※
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【静岡県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

狩野川
か  の が  わ

河川改修事業（沼津市
ぬまづ

　大平
おおひら

地区　狩野川大平地区堤防整備事業　他） 国 11.8億円

安倍川
あ べ か わ

河川改修事業（静岡市　下河原
しもかわはら

地区　安倍川下川原地区河道掘削事業） 国 2.2億円

大井川
おおいがわ

河川改修事業（島田
し ま だ

市　神座
か ん ざ

地区　大井川神座地区護岸整備事業） 国 4.3億円

菊川
きくがわ

河川改修事業（掛川
かけがわ

市　菊浜
きくはま

地区　菊川菊浜地区高潮堤防整備事業　他） 国 4.8億円

天竜川
てんりゅうがわ

下流河川改修事業（磐田
い わ た

市　野部
の べ

地区  天竜川野部地区浸食対策事業　他） 国 3.3億円

狩野川
か の が わ

総合水系環境整備事業（沼津
ぬ ま づ

市　上土
あげつち

地区　水辺整備　他） 国 0.7億円

大井川
おおいがわ

総合水系環境整備事業（島田
し ま だ

市　宝来
ほうらい

地区 水辺整備） 国 0.2億円

天竜川
てんりゅうがわ

ダム再編事業 国 9.0億円

狩野川
か の が わ

水系直轄砂防事業（伊豆
い ず

市　松沢川
まちざわがわ

砂防堰堤群　他） 国 7.9億円

富士山
ふ じ さ ん

直轄砂防事業（富士宮
ふじのみや

市　風祭
かざまつり

上流堰堤工群　他） 国 29.1億円

安倍川
あ べ か わ

水系直轄砂防事業（静岡市　有東木
う と う ぎ

地区砂防堰堤工群　他） 国 7.2億円

由比
ゆ い

地区直轄地すべり対策事業 国 23.1億円

長島
ながしま

ダム堰堤改良事業 国 2.4億円

沼川
ぬまがわ

大規模特定河川事業（沼津
ぬ ま づ

市　放水路整備　他） 県 7.6億円

天竜川
てんりゅうがわ

水系平松地区
ひらまつ

大規模特定砂防等事業（磐田
いわた

市　砂防堰堤工） 県 1.2億円 R7年度新規事業化

河川・ダム・砂防　メンテナンス事業 県 3.7億円

国道１号・４１４号　伊豆
い ず

縦貫自動車道 国 51.5億円

国道４７４号　三遠
さんえん

南信
なんしん

自動車道 国 19.2億円

国道　　１号　東駿河湾環状
ひがしするがわんかんじょう

道路（沼津岡宮
ぬまづおかのみや

～愛鷹
あしたか

） 国 6.5億円

国道　　１号　静清
せいしん

バイパス 国 51.6億円

国道　　１号　藤枝
ふじえだ

バイパス 国 28.8億円
広幡IC～藪田東IC
R8年度開通予定

国道　　１号　島田金谷
し ま だ か な や

バイパス 国 9.7億円

国道　　１号　浜松
はままつ

バイパス（長鶴
ながつる

～中田島
な かた じま

） 国 1.1億円

国道１３９号　富士
ふ じ

改良 国 21.0億円

国道１３９号　小泉
こいずみ

若宮
わかみや

局所渋滞対策 国 0.1億円 R7年度新規事業化

国道２４６号　裾野
すその

バイパス 国 1.6億円

国道　　１号　交通安全対策（川辺町
かわなべちょう

交差点改良） 国 0.05億円 R7年度新規事業化

国道　　１号　交通安全対策（袋井
ふくろい

東部
とうぶ

地区事故対策） 国 0.09億円 R7年度新規事業化

国道１３９号　交通安全対策（広見
ひろみ

ＩＣ交差点改良） 国 3.3億円

国道１３９号　交通安全対策（富士宮
ふじのみや

地区通行空間整備） 国 0.4億円

国道１３９号　交通安全対策（富士宮
ふじのみや

地区（根原
ねばら

）通行空間整備） 国 0.3億円

国道２４６号　交通安全対策（小山
おやま

上野
うえの

地区視距改良） 国 1.93億円

国道１３９号　小泉
こいずみ

電線共同溝 国 2.7億円

清水
し み ず

港新
しん

興津
お き つ

地区国際物流ターミナル整備事業 国 20.9億円

清水
し み ず

港袖師
そ で し

地区岸壁改良事業 国 1.2億円 R7年度完成予定

清水
し み ず

港外港
がいこう

地区防波堤（改良）整備事業 国 0.6億円

御前崎
お まえ ざき

港女岩
め い わ

地区岸壁改良事業 国 4.0億円

御前崎
お まえ ざき

港女岩
め い わ

地区防波堤（改良）整備事業 国 2.3億円

田子の浦
た ご の う ら

港港
こう

口
ぐち

地区航路・泊地整備事業 国 2.0億円 R7年度完成予定

下田
し も だ

港防波堤整備事業 国 3.7億円

富士
ふ じ

海岸直轄海岸保全施設整備事業 国 10.8億円

駿河
す る が

海岸直轄海岸保全施設整備事業 国 13.6億円

相良
さ が ら

須々木
す　す　き

海岸津波対策緊急事業 県 1.0億円

海岸メンテナンス事業 県 0.2億円

水道スマートメーター設置（湖西
こ さ い

市　上下水道DX推進事業） 市 0.4億円

中島
なかじま

雨水ポンプ場大規模雨水処理施設整備事業（静岡
しずおか

市　雨水ポンプ場改築　他） 市 1.4億円

河川
関係

海岸
関係

上下
水道
関係

道路
関係

港湾
関係
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【愛知県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

豊川
とよがわ

河川改修事業（豊川
とよかわ

市　下条
げじょう

地区　豊川下条霞
かすみ

浸水被害対策事業　他） 国 5.5億円

矢作川
やはぎがわ

河川改修事業（豊田
と よ た

市　水源
すいげん

地区　矢作川鵜
う

の首
くび

地区水位低下対策事業　他） 国 10.1億円

庄内川
しょうないがわ

河川改修事業（名古屋市、清須
き よ す

市　枇杷島
び わ じ ま

・西枇杷島
に し び わ じ ま

地区　庄内川枇杷島橋架替事業　他） 国 13.8億円

木曽川
き そ が わ

下流河川改修事業（愛西
あいさい

市　福原
ふくはら

地区　木曽川福原
ふくはら

地区河川防災ステーション整備事業　他） 国 1.2億円

木曽川
き そ が わ

上流河川改修事業（一宮
いちのみや

市　起
おこし

・小信中島
このぶなかしま

地区　木曽川起・小信中島堤防整備事業） 国 3.1億円

豊
とよ

川
がわ

総合水系環境整備事業（豊橋
とよはし

市、豊川
とよかわ

市　豊
とよ

川
がわ

下流部地区 自然再生） 国 0.4億円

矢作
や は ぎ

川
がわ

総合水系環境整備事業（豊田
と よ た

市　白浜
しらはま

地区 水辺整備　他） 国 1.4億円

木曽川
き そ が わ

総合水系環境整備事業（愛西
あいさい

市　上之
 かみ　の

輪
わ

新田
しんでん

等地区 自然再生　他） 国 1.6億円

矢作
や は ぎ

ダム再生事業 国 1.2億円

設楽
し た ら

ダム建設事業 国 154.5億円

矢作
や は ぎ

ダム堰堤改良事業 国 3.6億円

柳生川
やぎゅうがわ

大規模特定河川事業（豊橋
とよはし

市　地下河川整備　他） 県 3.6億円

堀川
ほりかわ

事業間連携河川事業「100mm/h安心プラン」（名古屋
な ご や

市　護岸整備　他） 市 2.6億円

陶栄町
とうえいちょう

区域まちづくり連携砂防等事業（瀬戸
せ と

市　法面工　他） 県 0.1億円 R7年度新規事業化

河川・ダム・砂防　メンテナンス事業 県 8.2億円

国道４７４号　三遠
さんえん

南信
なんしん

自動車道 国 50.3億円
東栄IC～鳳来峡IC
R7年度開通予定

国道　　１号　震災橋架替（熱田伝馬
あ つ た て ん ま

橋架替） 国 4.3億円

国道　２２号　名岐
め い ぎ

道路（一宮
いちのみや

～一宮
いちのみや

木曽川
きそがわ

） 国 1.0億円 R7年度新規事業化

国道　２３号　豊橋
とよはし

バイパス 国 6.6億円

国道　２３号　蒲郡
がまごおり

バイパス 国 19.9億円

国道　２３号　岡崎
おかざき

バイパス 国 1.0億円

国道　４１号　名
めい

濃
のう

バイパス 国 2.9億円

国道１５３号　豊田北
と よ た き た

バイパス 国 3.1億円

国道１５３号　伊勢神
い せ が み

改良 国 28.3億円

国道１５５号　豊田南
とよたみなみ

バイパス 国 32.2億円
豊田市東新町～逢妻町

R8年度開通予定

国道２４７号　西知多
に し ち た

道路（東海
とうかい

ジャンクション） 国 50.3億円

国道２４７号　西知多
に し ち た

道路（長浦
ながうら

～日
ひ

長
なが

） 国 32.5億円

国道３０２号　名古屋環状
なごやかんじょう

２号線 国 53.1億円

国道　　１号　交通安全対策（国府
こう

駅
えき

前
まえ

交差点歩道橋整備） 国 1.5億円

国道　　１号　交通安全対策（名古屋
なごや

南部
なんぶ

交差点改良） 国 0.4億円 R7年度新規事業化

国道　　１号　交通安全対策（名古屋
なごや

中部
ちゅうぶ

交差点改良） 国 0.4億円 R7年度新規事業化

国道　１９号　交通安全対策（名古屋
なごや

東部
とうぶ

交差点改良） 国 0.4億円 R7年度新規事業化

国道　２２号　交通安全対策（名古屋
なごや

中部
ちゅうぶ

地区自転車通行空間整備） 国 0.87億円

国道１５３号　交通安全対策（小田木
おたぎ

歩道整備） 国 1.14億円

国道１５３号　天白焼山
てんぱくやきやま

電線共同溝 国 3.8億円

国道３０２号　鳴海
なるみ

Ⅱ共同溝 国 6.8億円

名古屋
な ご や

港ふ頭再編整備事業 国 114.9億円

三河
み か わ

港神野
じ ん の

地区岸壁改良事業 国 4.3億円

衣浦
きぬうら

港武豊
たけとよ

北
きた

ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業 国 2.1億円 R7年度完成予定

衣浦
きぬうら

港外港
がいこう

地区防波堤（改良）整備事業 国 0.5億円

衣浦
きぬうら

港中央
ちゅうおう

ふ頭西地区岸壁改良事業 国 0.5億円

海岸
関係

海岸メンテナンス事業 県 1.0億円

公園
関係

国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園（国営公園整備事業）

〔ワイルドネイチャープラザ〕

国 1.2億円

名古屋
な ご や

第４地方合同庁舎整備等事業（新築等、ＰＦＩ事業） 国 37億円 R7年度完成予定

名古屋
な ご や

第１地方合同庁舎（空調設備改修） 国 1.3億円

豊橋
とよはし

地方合同庁舎（受変電設備改修・空調設備改修等） 国 5.3億円

朝日
あ さ ひ

系導水路B管整備事業（名古屋
な ご や

市　導水管・送水管耐震化事業） 市 0.5億円

山崎地区
やまざき

ほか大規模雨水処理施設整備事業（名古屋
な ご や

市　雨水排水設備更新　他） 市 10.6億円

港湾
関係

河川
関係

道路
関係

上下
水道
関係

官庁
営繕
関係
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【三重県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

木曽川
き そ が わ

下流河川改修事業（木曽岬町
き そ さ き ち ょ う

　加路戸
か ろ と

地区　木曽三川河口部耐震対策事業　他） 国 17.2億円

鈴鹿川
すずかがわ

河川改修事業（四日市
よ っ か いち

市　塩浜
しおはま

地区　鈴鹿川塩浜地区河道掘削事業） 国 5.1億円

雲出川
く も ず が わ

河川改修事業（津
つ

市、松阪
まつさか

市　須ヶ瀬
す が せ

・其村
そのむら

地区　雲出川須ヶ瀬・其村地区堤防整備事業　他） 国 10.1億円

櫛田川
く し だ が わ

河川改修事業（松阪
まつさか

市　清水
し み ず

地区　櫛田川清水地区堤防整備事業） 国 1.3億円

宮川
みやがわ

河川改修事業（伊勢
い せ

市　田尻
た じ り

・河崎
かわさき

地区　勢田
せ た

川
がわ

流域浸水対策緊急事業　他） 国 9.0億円

木曽川
き そ が わ

総合水系環境整備事業（桑名
く わ な

市　木曽
き そ

・揖斐
い び

川
かわ

河口部地区　自然再生　他） 国 0.9億円

櫛田
く し だ

川
がわ

総合水系環境整備事業（松阪
まつさか

市　櫛田川
く し だ が わ

中流部地区 自然再生） 国 0.1億円

宮川
みやがわ

総合水系環境整備事業（玉城
た ま き

町　宮川
みやがわ

玉城
た ま き

地区 水辺整備） 国 0.6億円

三
み

滝
たき

新川
しんせん

大規模特定河川事業（四日市
よ っ か いち

市　 護岸工　他） 県 2.0億円

鳥羽河内
　と　ば　こう　ち

ダム建設事業 県 6.0億円

八島川
やしまがわ

事業間連携砂防等事業（鈴鹿市
すずか

  砂防堰堤工　他） 県 0.8億円

河川・ダム・砂防　メンテナンス事業 県 3.6億円

国道　４２号　熊野
く ま の

道路 国 62.5億円

国道　４２号　紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路 国 11.0億円

国道４７５号　東海環状
とうかいかんじょう

自動車道 国 109.7億円

国道　　１号　桑名東部
く わ な と う ぶ

拡幅 国 24.3億円

国道　　１号　北勢
ほくせい

バイパス 国 19.6億円

国道　　１号　近鉄
きんてつ

四日市
よ っ か いち

駅交通ターミナル整備事業 国 22.5億円

国道　２３号　鈴鹿
す ず か

四日市
よ っ か いち

道路 国 9.0億円

国道　２３号　中勢
ちゅうせい

道路 国 4.6億円

国道　４２号　松阪多気
まつさかたき

バイパス 国 10.0億円

国道　２３号　交通安全対策（林崎町
はやさきちょう

交差点改良） 国 0.38億円 R7年度新規事業化

国道　２３号　交通安全対策（市場
いちば

庄町
しょうちょう

交差点改良） 国 0.38億円 R7年度新規事業化

国道　２５号　交通安全対策（大内
おおうち

ＩＣ下りオンランプ改良） 国 0.3億円 R7年度新規事業化

国道　４２号　交通安全対策（丹生
にゅう

栃原
とちはら

歩道整備） 国 0.81億円

国道　４２号　交通安全対策（東紀州
ひがしきしゅう

自転車通行空間整備） 国 0.9億円 R7年度新規事業化

国道　１号　四日市
よっかいち

海
かい

蔵
ぞう

電線共同溝 国 2.9億円

四日市
よ っ か いち

港霞ヶ浦
かすみがうら

地区国際物流ターミナル整備事業 国 15.9億円

四日市
よ っ か いち

港外港
がいこう

地区防波堤（改良）整備事業 国 2.0億円

四日市
よ っ か いち

港海岸直轄海岸保全施設整備事業 国 5.7億円

上野
　うえの

・白塚
しらつか

海岸海岸保全施設整備連携事業 県 0.4億円

海岸メンテナンス事業 県 1.1億円

公園
関係

国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園（国営公園整備事業）

〔桑名七里
く わ な し ち り

の渡
わた

し公園〕

国 0.3億円

官庁
営繕
関係

四日市
よ っ か いち

港湾合同庁舎　（建具改修・給排水設備改修等） 国 1.2億円

紫外線処理施設整備事業（四日市
よ っ か いち

市　高度浄水施設等整備事業） 市 3.3億円

桧尻第2排水区
ひのきじり

大規模雨水処理施設整備事業（伊勢
い せ

市　雨水管渠築造　他） 市 3.1億円

港湾
関係

海岸
関係

道路
関係

河川
関係

上下
水道
関係
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【長野県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

天竜川
てんりゅうがわ

上流河川改修事業（高森
たかもり

町　山吹
やまぶき

地区　天竜川山吹地区MIZBEステーション整備事業　他） 国 6.1億円

治水機能増強検討調査（天竜川
てんりゅうがわ

上流） 国 1.0億円 R7年度新規着手

天竜川
てんりゅうがわ

水系直轄砂防事業（駒ヶ根
こ ま が ね

市　古屋敷
ふ るや しき

第２砂防堰堤　他） 国 47.1億円

木曽川
き そ が わ

水系直轄砂防事業（南木曽
な ぎ そ

町　地蔵
じ ぞ う

沢
さわ

第１砂防堰堤　他） 国 16.2億円

天竜川中流
てんりゅうがわちゅうりゅう

地区直轄地すべり対策事業 国 5.3億円

此田
こ の た

地区直轄地すべり対策事業 国 0.8億円

小渋
こ し ぶ

ダム堰堤改良事業 国 1.8億円

国道４７４号　三遠南信
さんえんなんしん

自動車道 国 63.0億円

国道　１９号　薮原
やぶはら

改良 国 6.1億円

国道１５３号　伊
い

駒
こま

アルプスロード 国 4.0億円

国道１５３号　飯田
い い だ

南
みなみ

バイパス 国 1.0億円

国道　１９号　交通安全対策（桟
かけはし

地区歩道設置） 国 5.13億円

【山梨県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

河川
関係 富士山

ふ じ さ ん

直轄砂防事業（富士吉田
ふ じ よ し だ

市、鳴沢
なるさわ

村  北麓
ほく ろく

遊砂地工群） 国 5.4億円

【奈良県内の主な整備箇所】

箇所名
事業
主体

Ｒ７
当初配分額

道路
関係 国道２５号　名阪

めいはん

道路 国 0.1億円

    注１）　記載事業は、国庫債務負担行為（ゼロ国債）を除きます。
    注２）　県をまたぐ事業については当該県分のR7当初配分額が記載されています。
    注３）　計数は、それぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは一致しない場合があります。

道路
関係

河川
関係
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＜道路調査の流れ＞

静岡県・愛知県 浜松湖西豊橋道路

愛知県 一宮西港道路

静岡県 静岡南北道路 長沼立体

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

概略ルート・構造の検討（計画段階評価を進めるための調査）

国道２３号（十一屋・宝神交差点間）については、交通状況を踏まえ、名古屋市と連携し、整備方針を

検討するための調査を実施します。

国道２５号名阪国道の必要な事故対策等も含めた、奈良・三重間のネットワークのあり方について、

調査検討を実施します。

名神名阪連絡道路について、計画の具体化に向けて滋賀県及び三重県と連携して進めます。

伊豆湘南道路について、計画の具体化に向けて神奈川県及び静岡県と連携して、東名、新東名、国

道１号の代替性など、広域的な視点も含めた道路として求められる機能や役割に加えて、地形・地質上

の課題等の検討を進めます。

岳南地域（富士市・富士宮市）については、交通円滑化や幹線道路の機能強化等に係る調査を静岡

県等の関係機関と連携して進めます。

小松白川連絡道路について、石川・岐阜間のネットワークのあり方について、石川県及び岐阜県と

連携して検討を進めます。

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を調査し、

優先区間の検討や地域の道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めます。

また、中京圏周辺のボトルネック箇所への集中的対策に向けた調査を推進します。

さらに、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握するため

のデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基礎的な調査を実施し

ます。

じ ゅ う い ち や ほ う じ ん

めいはん

め い し ん め い は ん

い ず し ょ う な ん

ながぬま

と よ は しはままつ こ さ い

しずおか なんぼ く

こ ま つ し ら か わ

がくなん

いちのみや に し こ う

令和７年度の道路調査の見通しについて（ネットワーク）

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。

主な調査箇所は、下記の通りです。

【主な調査箇所】

（参考資料）
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令和７年度の道路調査の見通しについて（交通拠点） 

 

  

静岡駅及び津駅周辺において、関係自治体と連携し、地域の意向を把握しつつ、交

通拠点における機能強化・再編の必要性等の調査を実施します。 

 

 さらに、地域における道路交通に関する課題を把握するためのデータ収集・分析等

を行うとともに、道路ネットワークにおける拠点の機能強化の必要性、緊急性、妥当

性に関する基礎的な調査を実施します。 

 

 

＜交通拠点の調査の流れ＞ 

 

 

新規事業化

交通拠点における機能強化の必要性等の調査
・ 交通拠点の課題や機能強化の必要性
・課題を踏まえ求められる機能・役割の方向性 等

交通拠点の機能強化に関する事業計画の検討
・交通ターミナルの施設配置計画
・官民の事業区分・役割分担 等

事業計画の策定

交通拠点の機能強化に関する整備方針の検討
・交通拠点計画の対象範囲
・整備イメージ（交通ターミナルの位置など） 等

地域の交通課題の調査
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